
庶 務 報 告 1

1平成 24年 1月 17日

新基本計画の検討状況等について

新基本計画の体系 (案) にヽついて

別添 1の とおり

2 葛 飾医基本計画策定検討会議の開催状況について

(1)基 本計 dll策定検許十会議開催状況
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二____上■生
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(2)第 21!i篤飾医基本計画策定検討会議次第及び提出資料

,十1抹2の とよ〕り

ユ 職 去アンケ

今後メ■=政推進の参考とするため、葛飾X職 裏を対象にアンケー ト調 ltt hを'実施する

(1)対 1安=

常勤職員及び再任用職員 (地方 白治法派遣職虫、派遣研修職員、調査中の全期

間休暇 ・休業 ・体職の職員を除く,)

(2)調 査いi容

別添 3 調 査票のとおり

( 3 ) 実 施スケジュール

平二7「代2 4年 二1月 1 3

=岳ヵ支2 4年 二1月 2 7

平成 24年 2月 末

目  調 査票配布

用  調 査票提出縮切

調査結果取 りまとめ





第 2回葛飾区基本計画策定検討会議

【第1分野―健康と福祉―】

平成 24年 1月 16日 (月)午 後 2時～

男女平等推進センター 多 目的ホール

1 開 会

2 報 告事項

(1)基 本計画策定に係る転入者アンケー ト調査の実施について

(2)人 口推計資料の追加について

3 議 事

(1)各 政策における 「施策の体系 。現状と課題 ・方向」 (案)に ついて

4 そ の他

5 閉 会

【配布資料】

省略 資 料 1 基 本計画策定に係る転入者アンケート調査の実施について
資料2 新 基本計画における葛飾区の将来人口推計 (年齢階層別)
資料3 施 策の体系・現状と課題 ・方向 (案)【―健康と福祉―】

省略 参 考資料 1 政 策施策体系図 【―健康と福祉―】
省略 参 考資料2 現 基本計画における施策別事務事業一覧表
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資料3-可

施策の体系 ・現状と課題 ・方向 (案)

【一健康と福祉一】

本目標 1 安 心 して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

政策 1 健 康

生涯にわたり健康に暮 らせるようにします … …………………………………………………………………………………1

政策 2 医 療

必要な医療を受けられるようにします ………… ・̀…………・
tD

政策 3 衛 生

衛生的で快適な環境を整え、健康危害を防止します ………………………………………………………………………9

政策 4 高 齢者支援

高齢者が住み慣れた地域でいきいきと安フトして暮らせるようにします ………………………………………14

政策 5 障 害者支援

障害者が地域社会の中でともに支えあう一員としていきいきと暮らせるようにします ………… 19

政策 6 子 ども・家庭支援

安フいして子どもを産み育てられるようにします ……………………………………………………………………………23

政策 7 低 所得者支援

生活に困窮する区民が安心して生活できるようにします …………………………………………………………28

政策 8 地 域福祉

支援を必要とする高齢者等が地域社会に支えられ、安フトして暮らせるようにします …………… 30





基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

生涯にわたり健康に暮らせるようにします

【施策の体系】

政策1健 康
生涯にわたり健康に暮らせるようにしま
す

施策01

地域ぐるみの健康づくりを展開し、区民
の健康づくりを支援します

施策02

安心して妊娠・出産・育児ができるよう、
親と子の心身の健康を支えます

〔政策6施策01を再掲

施策03

生活習慣病について知ることで、区民自
らが健康管理できるようにします

施策04

食育を通じて、心身ともに健康で豊かに
生活できるようにします



基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
●■ミミ ヽヽミぶミ くヽ ミヽ冬ふ ヽヽふ ヽヽミミふミミ ヾヾ 、ふ さミミヽ本ミミふヾミぶミミミミふふミ

施策 01 地 域 ぐるみの健康づ くりを展開 し、区民の健康づくりを支援 します

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 本区の平均寿命は、平成17年の生

命表によると、男性が777歳 で23

区中19位、女性が845歳 で23区中20

位 となっています。また、全国平均

(男性78.53歳、女性85.49歳 )よ り

も低い状況です。

□ 平成20年の早世率 (全死亡者のう

ち65歳未満で死亡した者の害1合)は、

全国が15.9%、東京都が17.6%で あ

るのに対し、本区は18.2%と 高い状

況です。

(才)

85

84

83

82

81

80

79

78

77

― 男性   → 女性

畿 役 賊 鮮 路 盟
9

80.38 80.19 80.11 80.24 80.48 80.66 80.71

６

５

平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

図 葛飾区の健康寿命
出典i東京都福祉保健局資料

□ 本区の健康寿命 (日常的に介護を必要としないで、自立した生活ができる期間)は 、平成21年には

男性80.71、女性82.79であり、男女とも横ばいの状況です。

□ 葛飾区民の健康状況は他区と比較して良好とはいえませんが、平成23年度に実施した政策 ・施策

マーケティング調査によると、日頃から健康づくりに取り組んでいる区民の割合は約 6害1に留まっ

ています。

□ 地域において、区民が自ら健康増進に取り組むことができる体制づくりが求められています。

【施策の方向】

□ 健康寿命の延伸と早世の防止を実現していくために、地域ぐるみの健康づくりを展開しますc

□ 区民が自らの健康をコントロールし、改善できるようにするため、健康づくりについて啓発を行

うほか、健康増進の取り組みを支援します。

□ 健康づくりに自発的に取り組む地域団体や自主グループを育成 ・支援するとともに、健康づくり

推進員を育成し、健康づくりにおける区民との協働を進めます。

９

々



基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
ミ

施策 0 3  生 活習慣病について知ることで、区民自らが健康管理できるよう
にします

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 人日の高齢化や社会生活環境の急激な変

化等に伴い、糖尿病、がん、心臓病、脳卒

中等に代表される生活習慣病の増加が大

きな問題となっていますc

□ 平成21年度の特定健康診査の結果による

と、本区は東京都や特別区の平均と比べて、

40歳～74歳の生活習慣病 (糖尿病、高血圧

症、脂質異常症)の 有病率や、40歳～50歳

代男性のメタボリックシンドロームの予

田葛飾区 □ 特別区 □ 東京都
( % )

60

精尿病

高血圧症

脂賃異常症

備群や該当者の割合がやや高い傾向にあ  図 平成 21年度生活習慣病の有病率(40歳～74歳 )

りますc
出典 :東京都国民健康保険団体連合会
「特定健診口保健指導支援システム」

□ 葛飾区保健医療実態調査 (平成20年)に よると、喫煙をしている区民の割合は、男性は362%、

女性は16.1%です。

□ 政策 ・施策マーケティング調査によると、健康診断や人間 ドックを定期的に受診 している区民の害J

合は約 7割 ですc

□ 区民の死亡原因の約 3分 の 1は がんによるものです.が んは早期に発見 し、早期に治療すれば、治

る確率は高くなります.区 が行 うがん検診の受診率は、ここ数年、大腸がん検診を中心に上向きの

傾向にありますが、大幅な向上には至っていませんc

注)メ タボ リックシン ドローム
内臓脂肪型肥満を共通要因として、高血糖、脂質異常、高血圧が引き起こされる状態のこと。

【施策の方向】

□ 生活習慣病を予防するには、食生活や喫煙、運動習慣等の生活習慣を改善することが重要である
ため、区民が生活習慣病に関する正しい知識や予防意識を持てるよう、普及啓発を行います。

□ 特定健康診査をはじめとした各種健康診査の受診率の向上を図ります。

□ がんによる早世を予防し、生涯にわたって生活の質を維持向上させるために、がん検診をより区

民が利用しやすい方法で実施することなどにより、受診率の向上を図り、がんの早期発見 ・早期治
療につなげますc



基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち
,■■ミヽヽミヽ |( ふヽミミキ |ヽ 本ヽヽミヽヽふヽミミふ 本ヽ ふミミミ

(健康と福祉)
ヽく ヽ下ヽ 本卜ヽヽミヽヽヽ本ミヽヽヽヽミヽ ミヽミふミミヽ

施策 04 食 育を通 じて、心身ともtこ健康で豊かに生活できるように します

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 近年、食の大切さに対する意識は希薄にな

り、栄養摂取の偏りや朝食欠食など″い身の健

康に影響を与える様々な問題が生じており、

食の安全に対する不安感も高まっています。

このような状況の中、「食」に関する知識と

「食」を選択する力を習得し、健全な食生活

を実践することをめざす 「食育」の重要性が

注目されてきました。

□ 区民の食育への関心を高めていくためには、

様々な分野や視フ点から関係者が連携して総

合的に取り組むことが必要です。

□ 食育を推進していくためには、食に関する

様々な情報を発信し、共有することにより、

食育に対する理解と地域における自発的な

取り組みを促すことが課題となっています。

【施策の方向】

図 食育への関心
出典:「葛飾区食育 (食生活)実態調査」(平成22年度)

□ 区民の食育への関心を高めるために、食育にかかわっている区民や事業者等によるネットワーク

づくりを進め、地域の力を活用して食育の輪を広げます。

□ 区民一人ひとりが食育に取り組めるように、分かりやす↓W情報を発信するとともに、食に関する

体験の場を増やします。

国 家庭、学校、保育園や地域などを対象に区の関係部署が様々な事業を展開し、区民の食育活動を

支援していきますc



基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

必要な医療を受けられるようにします

【施策の体系】

政策2医 療
必要な医療を受けられるようにします

施策01

医療機関との連携を図り、必要な医療
を提供できるようにします

施策02

心の健康を保ち、適切な精神医療につ
ながるようにします

施策03

医療保険を安定的に運営するとともに、
区民が必要な医療を受けられるようにし
ます

5



基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
ドヽヽヽヾヽヾ ド ヽヽドドヽミ、ヽヽヽ ヽヽ き`｀｀本ミ(ヽ ヽヽふぶミヾふミ姦苺ミミ ふヽ ミミヽ

施策 0 1  医 療機 関 との連携 を図 り、必要 な医療 を提供 で きるよ うに します

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 医療技術の進歩により入院日数の短

縮化が進んだことゃ高齢化の進行に

より、在宅で医療を受ける人の数は増

加しています。

□ 当区では、休日・夜間の応急診療所

の運営や、障害児 ・者や寝たきり高齢

者に対する歯科診療の提供などを行

つており、休日応急診療は、年間約 3

万人の利用があります。

□ 大規模災害の発生に備えて、区内16

箇所を医療救護所に指定し、職員の動員体制の整備や医療救護活動用物品の備蓄を図つてきました

が、災害時における医療人材の確保など、現在の医療水準を踏まえた見直しが求められています。

【施策の方向】

□ 区民が質の高い医療を地域で安定的に受けることができるよう、医療資源の確保に努めるととも

に、医療機関等の連携強化を図り、在宅医療体制などを充実します。

□ 休日や夜間などの応急の医療体制を引き続き確保します。

□ 大規模災害時に区民の生命を守るため、災害時の医療救護体制の再構築を進めていきます。

□休日応急診療所への受診者数

□輪番制医療機関への受診者数(人)
25′000
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図 休日応急診療事業の受診者数 出典:健康推進課資料



基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

施策 02 心 の健康 を保ち、適切な精神医療につながるようにします

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 本区の精神疾患による通院者数

(自立支援医療受給者)は 、平成18

年度から21年度までは年間5,000人

程度でしたが、平成22年度には約

5,700人となり、増加傾向にありま

す。また、精神疾患に対する医療を

度々中断することで病状が悪化す

る場合や、症状があっても医療に結

びついていない場合も少なくあり

ません。

□ 社会の複雑化 ・多様化や経済 ・雇

用状況の悪化に伴い、心のバランス

を崩し、「うつ病」などの心の病気にかかる人が増加しています。また、区内では、毎年100人桂度
の人が自殺していますc自 殺者の多くがその直前にうつ状態になっていることから、その対策が求
められていますc

【施 策の方向】

回 精神に障害のある方が安定して在宅生活を送れるよう、適切に医療につなぎ、生活上の指導や治

療の継続の支援をしますcま た、症状悪化や困難事例に迅速に対応するため、保健師等による援

助体制の強化と関係機関との綿密な連携を図ります3

□ 自殺の危険性や抑うつ状態に本人や周囲の人が気付き、早期に必要な医療や専門相談機関への相

談につながるよう、自殺予防や 「うつJに ついての正しい知識を普及啓発していきます。

(人)
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6′000
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3′000

2′000

1′000

0

5′225   5,097   4,991   5′ 089

平成18年度平成19年度平成20年度平成21年度平成22年度

図 精神疾患による通院者数 (自立支援医療受給者数)
出典:保健予防課資料(各年度末現在)



基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
苺ヽミヽ ミヽ ふヽ ミミミミ ミヽミヽヽミ ミヽミミミヽベ ミミミヽ本 本ヽミ苺苺 本ヽ ミペ

施策 0 3  医療保険を安定的に運営するとともに、区民が必要な医療を
受けられるようにします

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 国民健康保険制度は、被用者保険と比べて、高齢者の割合が高いため 1人 当たりの医療費が高い一

方で、無職者の割合が高いため保険料負担能力が低いという構造的な問題を抱えています。こうし

た中で、平成22年度は、一般会計から国民健康保険事業特別会計に約72億円の一般財源を繰り入れ

て、財政運営を行っています。このうち、約51億円は、保険料を抑制するために高額療養費に係る

保険給付費に充てたり、保険料未納額の補填のために繰り入れる法定外のものです。

□ 近年、糖尿病などの生活習慣病は、増加傾向にあります。また、高齢社会が到来する中で、加齢に

よる重症化が進む傾向にあり、医療費が増加する原因となっています。生活習慣病は、運動や食事

などの生活習慣の改善により、発症や重症化を防止することができます。区は、医療保険者として、

被保険者の健康の保持と医療費の増加抑制のために、40歳から74歳までの国民健康保険の被保険者

に対し、特定健康診査と特定保健指導を実施しています。

□ 難病等により継続的な治療が必要で医療費が高額となる方に対して、経済的負担の軽減を行ってい

ます。

【施策の方向】

□ 未納者への働きかけを強化するなど、保険料収入の安定的な確保に努めます。

□ 特定健康診査の受診率や特定保健指導の利用率を向上させることにより、生活習慣病の発症と重

症化の防止を図り、医療費の増加の抑制に努めます。

□ 難病等の医療費を助成することにより、区民が必要な医療を受けられるようにします。
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
ぶ慈ぶミミ蕊ふさ、きベミペ慈ふミミふふふミふミふミミミく ふヽふミふふ慈ぶ

衛生的で快適な環境を整え、健康危害を防止します

【施策の体系】

政策3衛 生

衛生的で快適な環境を整え、健康危害
防止します

施策01

感染症の発生や拡大を抑制します

施策02

食品の安全を推進します

施策03

医療と医薬品の安全を推進します

施策04

生活環境の衛生を維持します

9



基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
ヽヽ ふふさミミ本ミミ ミヽヽヽヽ ミヽヽ本ヽヽ ミヽヽ本 ヽふふミヽミヽふ 本ヽミトヽミミミ ミヽ 本ヽ

施策 Ot 感 染症の発生や拡大を抑tllします

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 本区の結核患者発生数は減少を続けていま

すが、国や東京都よりも罹患率が高い状態で

す。

□ 近年、新型インフルエンザが世界で大流行

し、基礎疾患のある人や妊婦などのハイリス

クな人だけではなく、免疫を持たない若者に

も感染が広がりました。このような新しいウ

イルスの誕生や多剤耐′性菌の発生は、大きな

問題となっています。

□ 感染症の予防接種は、昨今のワクチンの開

発状況等もあり、対象となる疾病が増力日して

いることから、公費助成の拡充が求められて

いますc

図 結核患者数 出典:保健予防課資料

【施策の方向】

□ 結核対策については、患者発生時の疫学調査に力を入れるとともに、医療機関や薬局など関係機

関との連携体制を強化し、患者の治療を成功させるための服栗支援を行います。また、リスクが高

い方を対象としたまん延防止策を実施し、罹患率の減少、結核の撲滅に取り組みます。

□ 新型インフルエンザ等の新興感染症については、「葛飾区新型インフルエンザ対策行動計画Jに 基

づき、感染拡大防止等の対策を進めます。

□ 感染症の流行や疾病の重篤化を予防するためには、予防接種が有効です。接種対象の拡充につい

ては、国の動向を踏まえ、予防接種の接種率向上とあわせ、適切に実施していきます。
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

施 策 0 2  食 品 の 安 全 を推 進 しま す

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 大規模食中毒事件の発生や原発事故による

放射能汚染、表示の偽造等様々な事件事故が

重なり、食の安全に対する区民の関心が高ま

つていますc

□ 本区の食中毒事件は、平成22年度に 3件発

生しています。東京都全体の発生傾向をみる

と、食肉の生食などの食習慣の変化に伴い、

食中毒の原因菌も変化してきていますc

□ 食品等の表示適合率は100%、食品等の収去

検査の適合率は95%以 上を達成しています。

― 食品等の収去検査適合率 (%)

― 食品等の表示適合率(%)

99,78  99.86  100.00

96.37  95.93

平成18年度平成19年度平成20年度平成21年度平成22年度

図 食品安全に関する指標 出典:生活衛生課資料

注:適合率とは、食品衛生法で定められた規格等に適合し
ている割合のこと。

【施策の方向】

□ 食品関係事業者への監視指導を適正に行うとともに、事業者の衛生管理意識を高めるため、食品衛
生協会と連携して、自主管理による食品衛生の取り組みを推進します。

□ 食品のリスクに関し、区民が正しく理解できるようにするため、正確な情報提供を行うほか、区民 ・

事業者 ・行政が意見交換を行う場を設けることにより、区民の食に対する不安の解消に努めます。

11



基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

施策 0 3  医 療 と医薬品の安全 を推進 します

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 近年、医療事故等の発生による

医療不信が社会問題になり、保

健所にも、患者等から医療に関

する苦情や相談が多く寄せられ

ています。医療の質の向上と患

者とのコミュニケーションの改

善が求められています。

□ 平成21年に医薬品販売の規制

緩和と安全使用を目的とした薬

事法の改正が行われ、薬局以外

の医薬品販売が認められるよう

になりましたc

図 医療に関する区民からの相談件数
出典:生活衛生課資料

【施策の方向】

□ 患者等から寄せられる医療や医療機関に関する苦情や相談に対し、迅速に対応するための体制を

強化しますc

□ 医薬品の事故防止や適正使用を推進するために、従来の薬局に加えて、今後増加が予想されるコ

ンビニエンスス トア等における医薬品販売への監視体制を強化します。
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

施策 04 生 活環境の衛生を維持 します

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 美容所の空気検査や公衆浴場の浴

槽水の水質検査など、区民が利用す

る施設の衛生検査や指導を実施し、

区民の安全確保に努めていますc

ロ ネズミによる被害や害虫の発生に

関する相談は依然として多くあり、

これら害獣、害虫の被害防止に関す

る情報提供が望まれています。

□ 犬や猫などのベットは、家族の一員

□犬に関する苦情・相談件数 田猫に関する苦情・相談件数
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として人々の精神的な支えとなって   図
犬・猫に関する苦情ヰロ談件数 出典i生活衛生課資料

いますが、その一方で、鳴き声や臭

い、ふん尿などに関する苦情や相談が近隣住民から多く寄せられています。

【施策の方向】

□ 美容所や公衆浴場などの環境衛生関係施設に対しては、法律に基づき許可基準や衛生基準を定め、

衛生検査をもとに監視指導を行っていきます。また、衛生管理に必要な情報を積極的に提供するな

ど、店舗の自主管理による衛生環境保持の取り組みを一層支援していきます。

□ 住居内におけるネズミや害虫の対策法、水や空気の衛生に関する情報など、衛生的な居住環境を

維持するために区民が求める知識や情報の提供を行います。

□ 大や猫の飼い主に対して、動物の適正な飼養に関する意識の向上を図るとともに、地域住民の動

物愛護に関する理解を求めますc
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

高齢者が住み慣れた地域でいきいきと安心して暮らせる
｀

ようにします

【施策の体系】

政策4高 齢者支援
高齢者が住み慣れた地域でいきいきと
安心して暮らせるようにします

施策01

高齢者がサークル活動や就労の場を
ち、元気に生活できるようにします

施策02

高齢者が介護を必要とせずに自立して
生活できるようにします

施策03

高齢者が必要な介護や自立支援を受
け、生活できるようにします

14



基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

施 策 0 1  高 齢 者 が サ ー ク ル 活 動 や就 労 の 場 を持 ち 、元 気 に生 活 で き る よ う

に します

【施策を取 り巻 く現状 と課題】

□ 本区の平成22年度の高齢化率は21.7%ですが、10年後 (平成34年度)に は24.5%になると推計さ

れています。

□ 本区の高齢者の8害Ⅲ以上は元気であり、これまでの生活に根差した豊富な経験や知識を持ってい

ますcこ うした高齢者が生涯にわたり健康を維持しながら、仕事や社会貢献活動を通して、地域の

中でいきいきと活躍できるための環境づくりが求められています。

□ 自主組織である高齢者クラブは、社会奉仕活動や健康増進、レクリエーションなどの場となって

おり、60歳以上の区民の約 1害|が加入しています。平成23年4月 現在、区内には154クラブがあり

ますが、登録者数は減少傾向にあります。

ロ シルバー人材センターは、原則60歳以上の区民に対して仕事を提供しており、60歳以上の区民の

うち約3,000人が登録 しています。登録者数は増加傾向にあり、会員の就業率は約 7割 です。

( % )
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15

10

5

0

-65歳 以上の割合(高齢化率) ―Cr75歳 以上の割合

1ま.9仰42α02a62■12■62■
7邪22.422923.523924224.424424524.6245245

78 82 86 90 9・
4 99 103 107 111113 116 120124127 13013.013.013

16  17  18  19  20  21  22  23  24  25  26  27  28  29  30  31  32  33  34

図 65歳以上人回の割合(高齢化率)、75歳以上人回の割合
出典:住民基本台帳人日、外国人登録人口(平成23年度以降は推計値)

【施策の方向】

□ 高齢者が地域活動やボランティア活動の担い手として、これまでに培ってきた経験や知識、能力

を活かして活躍できるような環境づくりを進めます。

□ 高齢者がいつまでも地域の中でいきいきと暮らせるように、地域交流の場の確保や就労の支援な

ど、社会参加を促進する多様な事業を行います.

□高齢者がそれぞれのライフスタイルにあった生きがいをもち、意欲的に活動できるよう、生涯学習
や生きがい活動を支援 しますc
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
本ヽヽミヽボふミ 、、ヽ 本ミミ ふヽミミ ミヽヽふく 、ヽミぶ ミヽ 本ヽふミミヽヽ ふヽ

施策 02 高 齢者が介護を必要とせずに自立 して生活できるように します

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 高齢化が進み、特に75歳以上の人口は、平

成22年度の44,412人から平成34年度の

61,118人へと約1,4倍に急増すると推計され

ていますc

□ 本区の平成22年度の介護保険第 1号被保険

者 (65歳以上の区民)に 占める要支援 ・要介

護者の認定率は14.2%で、23区の中では 2番

目に低い害Ⅲ合となっていますc今後、高齢者

( % )

40

30

20

10

0

24.8   27.0   26.5   28.2

29.9

平成19年度平成20年度平成21年度平成22年度平成23年度

人口の増加に伴い、介護や支援を必要とする   図 介護予防に取り組んでいる区民の割合

高齢者の更なる増加が予源」されます。高齢者    出 典:「葛飾区政策
口施策マーケティング調査」

がいつまでも自立して生活できるよう、早期

からの介護予防が求められています。

□ 政策 ・施策マーケティング調査の結果によると、介護予防に取り組んでいる区民の割合は徐々に

高まってきていますが、介護予防事業の参加者はまだ少ない状況です。

図 年齢区分別にみた高齢者人口
出典:住民基本台帳人日、外国人登録人口(平成 23年度以降は推計値)
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
愚ミミミ慈ふ ミミミミぶミミミミミ慈 ミミミ (ミミミミ慈ミミミミ

【施策の方向】

国 民間事業者等と連携しながら、効果的で、気軽に取り組むことができる介護予防事業を展開し、高

齢者の取組意欲を高めていきます。特に、要支援 ・要介護状態になるおそれが高いと認められる高

齢者に対しては、積極的に介護予防の必要性をPRし 、介護予防事業への参加の勧奨を行っていき

ます。

□ 地域において介護予防を指導できる人材を育成するほか、自主的に介護予防に取り組むグループの

育成や支援を行います.
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

施策 03 高 齢者が必要な介護や自立支援を受け、生活できるように します

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 高齢化の進行に伴い、要介

護 ・要支援認定者数は年々増

加しており、平成12年度末の

約 7千人から平成22年度末

の約 1万 5千 人へと約2.2倍

に増えています。このため、

介護保険による保険給付の

ほか、おむつの支給 ・使用料

助成などの介護保険を補完

するサービスの利用者も増

えていますc

□ 平成22年度に実施 した葛飾

区世論調査によると、要介護

時に望む生活として、「自宅

で介護保険サービスなどを利用しながら生活を続けたい」が約 5割 で最も多く、次いで、「特別養

護老人ホームや老人保健施設などの施設に入所したい」が約 2害Jとなっています。高齢者が住み慣

れた地域で安心して生活できるように、在宅サービスの充実や介護施設の整備が求められていますc

【施策の方向】

□ 高齢者が要介護 ・要支援状態となった場合であっても、可能な限り、住み慣れた地域で、その有

する能力に応じて自立した生活を営めるように、介護保険の介護サービスや介護予防サービス、介

護保険を補完する生活支援サービスを総合的に提供できるようにします。

□ 必要な介護サービスの量を確保するため、介護保険法に基づき3年 ごとに策定する介護保険事業

計画に基づいて、居宅サービスを充実させるとともに、介護施設の整備の促進を図ります。

□要支援1・2 □ 要:介護1   □ 要介護2

■要介護3   □ 要i介護4   田 要介護5
(人)
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図 要介護(要支援)認定者数 出十奥:介護保険課資料(各年度末)
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
ふヽ ふミミミふ慈ミふミミ慈 ミミミ慈ミミヘ                   、 ミ(ミミitヽ 車|ミミ ―ヽ・■| ミヽi=‐|‐■t‐‐■

障害者が地域社会の中でともに支えあう一員として
いきいきと暮らせるようにします

【施策の体系】

政策5障 害者支援
障害者が地域社会の中でともに支えあう
一員としていきいきと暮らせるようにしま
す

施策01

障害者が自分らしく自立した生活を営
めるように支援します

施策02

障害者が能力を十分に発揮し、いきい
きと働き続けられるように支援します

施策03

発達が心配される児童一人ひとりの発
達を支援します
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基本目標

施 策 0 1

1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

llf害者が自分らしく自立した生活を営めるように支援します

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 東京都では、障害のある方が

様々なサービスを受けるため、身

体に障害がある方に対して身体

障害者手帳、知的障害のある方に

対して愛の手帳、精神に障害があ

る方に対して精神障害者保健福

祉手帳をそれぞれ交付していま

す。これらの手帳の保持者数は、

年々増加傾向にありますc

□ 国は、現行の障害者自立支援法

を廃止し、制度の谷間のない支援

の提供、個々のエーズに基づいた

地域生活体制の整備等を内容と

する 「(仮称)障 害者総合福祉法」

を制定し、平成25年8月 までの施

行をめざしていますc

― 身体障害者手帳    ン 愛の手帳

ゞゞ精神障害者保健福祉手帳

(人 )
16′000

14′000

12,000

10′000

8′000

6′000

4′000

2′000

0

ヨニ局略17   18     19     20     21     22   23塗 再厘重

12,965 13,339 13′ 558 13′
742 14′ 245 14,322 14′

533

2′149  2′ 222  2′ 322  2′ 426  2′ 536  2′ 601  2′ 692

ン ド

図 障害者手帳の保持者数
出典:障害福祉課資料(各年度4月1日現在)

□ 介護者が高齢になったり、援護者がいない場合でも、障害者が住み慣れた地域で自立した生活を

営めるよう、障害者を地域で支えるための相談支援体制や生活支援の場の充実が求められています。

□ 近年は、複数の障害を併せ持つ障害者や、高次脳機能障害や発達障害などへの対応、障害者の虐

待への対応が課題となっています。

【施策の方向】

□ 身体、知的、精神の3障害にまたがる多様な障害の相談支援に適切に対応していくため、福祉 ・

保健の相談機関が各々の専門性を高め、相互に連携 して取り組みます。また、障害者虐待の防止や

早期発見 ・早期対応に取り組みます。

□ 障害者の地域における生活の場を確保するため、必要な施設整備の促進を図ります。

□ 特別支援学校の卒業生等の日中活動を支援するため、進路希望の動向に応じて、老、要な施設整備

の促進を図りますc
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基本目標 1 安心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

施策 0 2  障 害者が能 力 を十分 に発揮

支援 します

【施策を取 り巻 く現状と課題】

□ 障害者雇用率制度の改正により、

平成22年 7月 から障害者雇用納

付金制度注)の対象事業主が中小

企業にも拡大されたほか、短時間

労働者 (週20時間以上30時間未

満)の 適用範囲が、精神障害者だ

けではなく身体障害者や知的障

害者にも拡大されるなど、障害者

の雇用機会の拡大につながる条

件が整備されましたc

□ 本区の障害者就労支援センター

からの延べ就労者数は、平成18年

度の202人から平成22年度の379

人へと約1.9倍に増えていますが、

留まっています。

し、いきいきと働き続けられるように

図 障害者の就労者数 (累計)、就労定着率
出典:障害福祉課資料 注 :就労定着率は、「3年間の就労者数から3年
間の離職者数を除いた数)■3年間の就労者数」の式で算出する。

3年 間離職 しなかった障害者の害け合 (就労定着率)は 約 4割 に

□ 障害者の就労環境は、景気の動向に大きく左右されるため、更なる新規職場開拓、就労定着支援
の強化が求められています。

注 ) 障 害者 雇 用納付金制度

雇     韻 ミ、輸姦遅歌弓キ

【施策の方向】

その 「常 時雇用 してい る労働
雇 用率 が未 達成 の場 合 には、

□ 18歳以上の勤労意欲のある障害者に対して、企業実習や作業訓練等を行うとともに、ハローヮ
ーク等との連携を強化することにより、一般企業への就労を促進しますD

回 一般企業に就労した障害者の職場定着支援や余暇 ・生活支援を充実します。

□ 福祉的就労の観点から、障害者通所施設や精神障害者の就労支援施設等の整備の促進を図ります

l  i障 害者の累計就労者数(人)… 障害者の就労定着率(%)
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

施策 03 発 達が心配 される児童一人ひとりの発達を支援 します

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 就学前児童の発達相談や巡回・訪間事業

の実施により、発達障害を早期に発見す

る体制を充実してきました。それに伴い、

発達の遅れがッ心配される児童に対する専

門的な支援 (療育)を 行 う区内の療育機

関が不足していますc

□ 療育機関と保育園、幼稚園、学校との連

携による、児童一人ひとりの状況に合わ

せた切れ目のない支援が求められていま

す。 図 子ども発達センターの発達相談件数
出奥:障害者施設課資料

【施策の方向】

□ 児童発達支援センター注)を計画的に整備することにより、地域の療育ニーズに的確に対応してい

きます。

□ 児童発達支援センター等の療育機関と子ども総合センター、保育園、幼稚園、学校が密接に連携

することで、発達障害の早期発見から療育機関における専門的な支援まで、児童一人ひとりの状況

に応じた適切な支援を行っていきます。

注 ) 児 童発 達 支援 セ ンター

平成 2 2 年 1 2 月の児童 福祉法 の改正 に よ り創 設 され た児童発達支援 を行 う地域 の 中核施設 。
発達 に心配 の あ る児童 の集 団 ・個 別指導 ( 療育 ) に 加 え、保育所 等 に在籍 す る児童 の訪 間 に
よる支援 に も対応す る。
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)ミ ふ ぶ ミ ふヽ 慈 ミー          ミ ミン ン ミ ミ、ミミ ふ 慈 慈 ミ ン 慈慈 ふ 悪 ミミ ン

安心して子どもを産み育てられるようにします

【施策の体系】

政策6子 ども日家庭支援
安心して子どもを産み育てられるように
ます

施策01

安心して妊娠・出産口育児ができるよう、
親と子の心身の健康を支えます

施策02

子育て中の家庭を支援し、安心して子
もを育てられるようにします

施策03

仕事と子育てを両立しやすい環境を整
えます

施策04

子どもの権利口利益を守り、子どもの健
やかな育成が尊重されるようにします
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
卜ヽミふ ヽ |ヽ さヽ| 本ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ 本ふミミヽヽ 本ヽ ヽヽ 、ヽふ ミミヽ ヽヽ ふヽミミヽヽミ ミヽヽ ミヽ ミヽヽヽ 本ヽ ミミミミ ぶヽミミ ミミヽ ミぶミ

施策 0 1  安心 して妊娠 J 嬢産 ・育児ができるよう、親 と子の心身の健康を
支えます

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 平成21年の周産期死亡率 (1千対)は 、

全国は4.2、東京都は3.9、本区は41で

あり、本区は全国や都と同水準にありま

すcし かし、平成21年の0～ 4歳 の死亡

率 (10万対)は 、全国で65.0、東京都で

64.1、本区で68.5であり、全国や都の平

均と比べて良好とは言えません。

□ 妊婦健康診査費用の一部助成や乳幼児

健康診査を実施していますが、6・ 9か

月児、1歳 6か 月児、3歳児健康診査で

は、未受診者が 1割強みられますc

( % )
100

95

90

85

98.70

4か月児 6・9か月児 1歳6か月児  3歳 児

健康診査 健 康診査 健 康診査 健 康診査

88.48              89.99

乳幼児健康診査の受診率
出典i「葛飾区の保健衛生事業概要」(平成22年度)

□ 乳児健診時に実施したアンケー トによると、子育てに自信が持てない母親の割合が2割弱みられ

ますc

【施策の方向】

□ 母親と子の健康を保持増進するために、妊娠前、妊娠中の女性及び乳幼児を持つ全ての家庭を対

象に、保健指導を実施するとともに、妊婦 ・乳幼児健康診査における受診率の更なる向上を図り

ます。

□ 乳幼児健康診査と子ども総合センターにおける相談との連携を強化することにより、発達に支援

が必要な子どもの早期把握に努め、適切な支援につないでいきます。

□ 生後4か 月になるまでの赤ちゃんを保健師 ・助産師が訪間する 「こんにちは赤ちゃん訪問事業」

の実施などを通じて、母親の育児不安や孤独感を軽減します。また、夫婦が協力して育児をして

いけるよう、両親学級への父親の参加を促進 していきます。
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

施策 0 2  子育て中の家庭を支援 し、安心して子どもを育てられるように
します

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 平L幼児健診時に実施したアンケー トに

よると、育児について相談相手のいる母

親が約 9割 いる一方で、子育てに自信を

持てない母親が2割 弱います。

□ 少子化の進行や核家族化、近所付き合い

の希薄化などを背景に、家庭や地域の子

育て力が低下していますc

□ 出産や通院などで保育することが難し

い場合や、保護者自身の活動、リフレッ

一 子育てに自信を持てない母親の割合(%)
<卜 育児について相談相手のいる割合(%)

(%)
100

80

60

40

20

0

ヨ

88.2   91,7   91.8   94.6   94.1

17.3    17.9    16.5    16.3    16.8

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

シュの場合などにも利用できる、在宅の    図 子育てに対する不安、相談相手のいる害1合

子育て家庭向けの保育サービスのニーズ
出典 :字L児健診時に実施したアンケート

が高まっていますc

□ 子育てにかかる経済的な負担感が大きくなってきており、保護者に対する経済的な支援が求めら
れていますc

【施 策の方向】

□ 在宅で子育てをしている親の育児不安や孤独感を解消するために、子育て中の親同士が出会い、
気軽に情報交換や相談のできる場づくりを進めますD

□ 在宅での子育てを支援するため、保護者自身の活動やリフレッシュなどの場合にも利用しやすい

保育サービスを提供しますc

□ 医療費の助成や私立幼稚園に通つている子どもの保護者に対する保育料の補助などにより、子育
て家庭に対する経済的負担の軽減を図りますっ
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基本目標 可 安心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

施 策 0 3  仕 事 と子育 て を両立 しやす い環境 を整 えます

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 景気の悪化やライフスタイルの変化に伴い、

共働き家庭が増えており、保育サービスの利用

児童数や学童保育クラブの入会児童数は年々

増加していますc

□ 本区では、保護者の仕事と子育ての両立を支

援するため、これまでも計画的に保育所の整備

を進め、保育定員を増やしてきましたが、保育

所の待機児童数は近年増加傾向にあります。

□ 保護者の就労形態の多様化や、子どもの病気

時の対応など、多様な保育需要への対応が求め

られていますc

図 保育所待機児童数 (各年 4月 1日 )
注:国基準による待機児童数

【施策の方向】

□ 待機児童の多い地域に認可保育所や認証保育所を計画的に整備するほか、家庭福祉員などの保育

資源を活かすことにより、待機児童の解消を図ります。

□ 保護者の就労形態の多様化に対応するため、認可保育所等において延長保育の実施を拡充します。

また、子どもの病気時や回復期における保育需要に対応するため、病児 ・病後児保育の実施を拡

充します。

□ 放課後、保護者の就労などにより適切な監護が受けられない小学校低学年の児童を保育するため、

地域の需要に応じて、学童保育クラブを小学校内等に整備していきます。
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ミふミふミ《ミミ慈ミ慈ミミミミふミ慈ミンンを怒蚤
1 安 心 して健やかに暮 らせるまち (健康 と福祉)

慈 ふ ふ ミ く ヽヽべふふ ふ

施策 0 4  子 どもの権利 E 利益を守 り、子どもの健やかな育成が尊重される
ように します

【施策を取り巻く現状と課題】

(件 )

1′400

1′200

1′000
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600
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0

平成 14 22年 度

1,036 1′
052 1,003 1'109 1,008

図 子どもと家庭の総合相談の件数 出典:子ども家庭支援課資料

□ 区内の児童虐待の通告件

数は、平成22年度には131

件あり、児童虐待の早期発

見 ・早期対応は、引き続き

緊急の課題ですc

□ 核家族化や近所付き合い

の希薄化などに伴い、身近

な相談相手が少なくなっ

てきていることを背景に、

子ども総合センター等に

は、子育てや家庭に関する

相談が多く寄せ られていま
▼

||‐ c

□ ひとり親家庭に対する生活や経済的自立の支援が求められています。

【施策の方向】

□ 子ども総合センターを中フトに、関係機関が連携して、児童虐待の予防 ・早期発見 ・早期対応に取

り組みますcまた、育児不安や孤独感などに悩む保護者に対する相談体制を充実させることにより、
児童虐待などの深刻な事態を未然に防ぐようにします。

□ ひとり親家庭に対して、経済的な問題、就労、子どもの養育などの様々な悩み相談に応じて助言

や情報提供を行うほか、就業 ・自立に向けた支援を行います。
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
| ふヽミ ミヾミ慈本ヽふ ミ ミヽヽ ヽミミミヽ ミミぶぶふミヽヽ ふヽ ミヾ 本ヽ ヾ ミヽヽヽヾ ヽヽヽ ヽヽふふミ 卜ヽヽ ふヽ 卜ヽ ヽヾ |ヽ キヽヽキ ■ヽヽ |||■■!■■|ヽヽ ヽ ふヽ

ヽ
ト

生活に困窮する区民が安心して生活できるようにします

【施策の体系】

政策7低 所得者支援
生活に因窮する区民が安心して生活で
きるようにします

生活に困窮する区民が健康で文化的た
最低限度の生活を維持できるようにし
ます
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基本目標 1 安 心して揮中 せるよちX健 康北海祉―

|,!鉱安i簿中ⅢⅢ拝1中華1鞠戦
【施策を取 り巻 く現状と課題】

□ 本区の平成23年4月 中の

生活保護受給世帯は、8,881

世帯、保護率は27.0%。です。

特に平成20年のリーマンシ

ヨック以降、生活保護受給

世帯が急増しています。

□ 生活保護受給世帯の中心

は、無年金や低年金の高齢

者であり、高齢化の進展で、

受給世帯の更なる増加が見

込まれています。また、社

会や雇用環境の変化により、

経済の低迷時には、就労可

能な方でも、失職したり十分な収入を得ることができず、生活困窮状態へとつながりやすい状況に

なっています。

□ 本区のひとり親世帯の数は、平成22年国勢調査の時点で、母子世帯が2,215世帯 (うち同430世帯)、

父子世帯が296世帯 (うち6歳未満の子どもがいる世帯32世帯)で す。

□ 平成22年度の東京都の調査によると、東京都の母子世帯の就労収入は、月額15万円未満が 7割 以

上となっており、低所得世帯が多くを占めています。

【施策の方向】

□ 生活保護制度の適正な運営に努め、健康で文化的な最低限度の生活を保障するとともに、生活保

護の不正受給に関しては厳正に対処していきます。

□ 生活保護受給世帯の自立を支援するため、就労が可能な被保護者の個性や特性に合わせた適切な

就労支援を行います。

□ 母子世帯の母が経済的に自立して安定した生活を送れるようにするため、就職に有利な資格の取

得を目的とした給付金の支給や就労の支援を行います。

・‐生活保護受給世帯数(世帯) ― 生活保護率(%。)
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図 生活保護受給世帯数、生活保護率
出典i西・東生活課資料 注:各年度4月中、保護停止中を含む。
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

支援を必要とする高齢者等が地域社会に支えられ、

安心して暮らせるようにします

【施策の体系】

政策8地 域福祉
支援を必要とする高齢者等が地域社会
に支えられ、安心して暮らせるようにしま

す

施策01

福祉サービスを必要とする人が安心し
てサービスを利用できるようにします

施策02

支援が必要な高齢者等を地域で支え
うしくみをつくります
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)へ くヽミミふ 本ヽ ふミミ姦 ふぶミ≪ミ《ミミミミミ(ぶミふミふ ミ(黒〔〔ヽ、〔玉、ミ(意(《蕪《《≪ミ懇《よよミ巡悪ミ!ミふ、tミミ

施策 0 1  福祉サービスを必要とする人が安心してサービスを利用できる
ようにします

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 要介護 ・要支援認定者の増加や、障害者

手帳保持者の増加、保育サービス利用者

の増加など、福祉サービスの利用者は増

えていますcこ のため、サービス供給量

の増加が質の低下につながらないよう、

福祉サービスの質を確保していくことが

求められています。また、福祉サービス

を必要とする区民が、自分に合ったサー

(件)
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0

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

ビスを容易に選択できるための支援が求  図
第三者評価受審件数(区内福祉サービス提供事業所
で第二者評価を受審した事業所数)められています。 出典:福祉管理課資料

□ 本区では、第二者の評価機関が専門的かつ客観的な立場で行った福祉サービス提供事業所に対す

る評価結果を、サービス利用者に対 して情報提供 しているほか、福祉サービス苦情調整委員の設置

等により、福祉サービスの質の向上に努めてきましたが、これ らの制度の認知度を高め、利用を促
進することが課題となっています。

□ 高齢化の進行に伴い、認知症高齢者の増加が予測されています。認知症高齢者をはじめとした判

断能力が十分でない方の権利が守られ、安フトして生活できるための支援が求められています。

【施策の方向】

□ 区民が必要な福祉サービスを適切に選択し、利用できるよう、最新の情報提供を行い、利用相談
に対応します。また、事業者に対して、福祉サービス第二者評価の受審促進を図ります。

□ 福祉サービス苦情調整委員制度や、訪問介護員のレベルアップ研修の実施などにより、福祉サー

ビスの質の向上を図りますc

□ 認知症高齢者や知的障害者、精神障害者など判断能力が十分でない方が、住み慣れた地域で安フト
して生活できるよう、社会福祉協議会と連携して、成年後見制度の利用支援の拡充を検討していき
ますc
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
本ヽ 革ミミトヽふ慈ミヽヽミミミ 本ヽミふ ミミヽ ふヽ ミミ慈ふミヽ ミふ 本ヽ ミヽヽヽペミ慈ミ ふミ

施 策 0 2  支 援 が 必 要 な 高 齢 者 等 を地 域 で 支 え あ う し くみ を つ く りま す

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 高齢化の進行に伴い、高齢者の単身世帯や高齢者のみの世帯が増加しており、高齢者を地域社会

全体で支えるしくみづくりが求められています。

□ 本区では、区内を7つの日常生活圏域に分け、それぞれに 1か所ずつ地域包括支援センターを設

置するとともに、分室などの相談窓口を開設し、高齢者の支援を行っています。

□ 警察署の調べによると、区内における60歳以上の方の孤独死 (人に看取られることのない不審死

(自殺を含む))は 、平成20年に229名、平成21年に168名、平成22年に205名発生しており、地域の

見守り体制の強化が求められています。

(件 )
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図 地域包括支援センターの相談件数
出典i高齢者支援課資料

【施策の方向】

□ 地域における高齢者支援の中核機関である地域包括支援センターの周知を図るとともに、機能の

強化を図ります。支援の必要なひとり暮らし高齢者や認知症の疑いのある高齢者等の積極的な把

握に努め、早期の支援につなげていきます。

□ 高齢者等の孤独死や虐待を防止するため、地域における見守り体制を強化していきます。

□ 社会福祉協議会が実施する小地域福祉活動との連携を強化するなど、区民との協働により、住民

同士が地域全体で支えあい、助けあう地域づくりを推進します。
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資料3-2

施策の体系 口現状と課題 ・方向 (案)

【一街づくりと産業一】

本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

政策 9 地 域街づくり

区民と協働して地域の特性を活かした活力ある住みよい街をつくります … …………………………………1

政策 10 防 災 ・生活安全

災害や犯罪から身を守り、安全で、安ン心して暮らせるまちにします ……………………………………………8

政策 11 交 通

安全かつ快適に移動できるまちにします ………………………………………………………………………………………… 18

政策 12 公 園 ・水辺

多様な役割を持つ場として、地域の中に公園などの峡適空間を整備します ………………………………25

政策 13 環 境

人と自然が共存できる環境を守ります ・…・29

政策 14 産 業

産業を活性化させ、豊かな地域社会を形成します …………………………………………………………………………41

政策 15 観 光

まちの魅力を高め、情報を広く発信し、多くの人で賑わうようにします … ……………………48





基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

区民と協働して地域の特性を活かした活力ある住みよい

街をつくります

【施策の体系】

政策9地 域街づくり
区民と協働して地域の特性を活かした,
力ある住みよい街をつくります

施策01

計画的な土地利用を進め、建築物等が
地域と調和するようにします

施策02

駅周辺等を、住み、働き、憩う、賑わい
のある拠点とします

施策03

地域特性や地域の実情を活かした街づ
くりを進めます

施策04

住生活の安定と向上を促進します

施策05
地域を良好な住環境にします



基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)
|■■■|■|||||||||■■■■■■■■■ヽヾヽヽ卜 ミヽ ふヽ―ミヽヽヽ本 ヽ車本 、、ミヽヽ、ヽ本ヽヽヽミ |ミ ヽヽヽヽヽヽ きヽヽ キヽ ヽ、、さ ミヽミヽ ヽヽふミミヽ ヽ ミヽヽべふミ(ヽ ミヽくヽ

施策 01 計 画曲な土地利罵を進め、建築物等が地域と調和するようにします

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 区内では、住宅用地や自動車駐車場等の空地系利用が主な土地利用となっており、近年いずれも

増加している一方、工業用地は著しく減少しており、産業構造の変化が土地利用にも現れています。

また、農地などの自然系土地利用も減少しています。

□ 本区では、葛飾区都市計画マスタープラン注1)に基づき、それぞれの地域が、これまでの歴史や風

土に培われた個性と特徴を活かして発展するとともに、相互に補完し合いながら全体として、安全、

便利、快適なよりよいまちの形成を図ることをめざしています。そのためには、都市活力をけん引

する駅周辺拠点の推進とネットワークの形成、密集市街地整備の推進、地区計画注2)によるまちづ

くりの推進等が課題となっています。

□ 区内の景観は、多くの人々で販わう鉄道駅周辺、荒川 ・江戸川 ・中川 ・新中川などの大規模な河

川、都心部近郊に位置しながら昔ながらの風景を今にとどめている畑や社寺、住宅と工場が混在す

る区域など、多様なものとなっています。葛飾らしい個性と魅力ある街を形成していくためには、

各地区の実情に合わせた良好な景観を保全 ・整備することが求められており、景観を誘導する仕組

みづくりが課題となっています。

表 宅地及び畑の土地面積の推移

宅  地
畑

総数 住宅地 商業地 工業地

実数
(ha)

対前年

増減率
(%)

実数
(ha)

対前年
増減率
(%)

実数
(ha)

対前年
増滅率
(%)

実数
〈ha)

対前年

増減率
(%)

実数
(ha)

対前年
増減率
(%)

平成18年 16,716 151354 600 472

平成19年 161705 ▲ 01 15,336 ▲ 01 763 462 ▲ 21

平成20年 16,659 ▲ 03 15,310 ▲ 0.2 0[ 740 ▲ 3.0 451 ▲ 24

平成21年 16,555 ▲ 0,6 15,380 ｎ
ｖ 541 ▲ 112 634 ▲ 143 442 ▲ 20

平成22年 16.596 02 15,385 00 539 ▲ 04 430 ▲ 27

出典:葛飾区都税事務所資料

注1)本表は、固定資産税の課税対象となる評価面積である。
2)小数点第1位を四捨五入しているため、総数と個別の積み上げた数値が合わない場合がある。

【施策の方向】

□ 地域の実情に応じた多様な土地利用を実現するため、様々な

土地利用 ・誘導手法の検討 ・活用を図ります。

□ 各地区の特性に応じた葛飾らしい良好な景観の形成を図るた

め、景観法に基づく景観計画の策定などを検討します。

<無 電柱化された幹線道路>



基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

□ 建築物の高 さを適切に誘導 し、秩序ある街並みを形成す るため、各地区の土地利用の特性 に応 じ

た望ま しい建築物の高 さ制限の方針 を定めます。

注 1)葛 飾区都市計画マスタープラン

都市計画法第18条の2「市町村の都市計画に関する基本的な方針」として区が行うまちづくりの総合的な指針とし
て定めたもの。20年後の平成42年を目標年次として、区全体の都市将来像やまちづくりの目標を示すとともに、地域
の特性を踏まえた地域別のまちづくりの方針やその実現に向けた基本的な考え方などを示す。

注2)地 区計画

住民の身近な地区で、その地区の将来に向けての街づくりの目標や方針を定めるとともに、地区内で建物を建築し
たり、開発を行う場合に守らなくてはならない地区独自の制限を都市計画法に基づいて定め、その地区の特性に応じ
たきめ細かい街づくりを進めていく制度。



基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)
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施策 02 駅 周辺等を、住み、働 き、憩 う、賑わいのある拠点とします

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 本区では、人々が住み、働き、憩う、個性あふれる魅力と

賑わいに満ちた拠点を形成し、都市としての求″心力や活力を

高めていくため、新小岩駅や金町駅などをはじめとする鉄道

駅の周辺部を都市機能集積拠点として位置付け、複合的な都

市機能の集積や交通結節点機能の強化、回遊性の向上などに

取り組んでいます。

□ 人口減少 ・超高齢社会の到来や地球温暖化に代表される環

境問題の深亥J化などが懸念される中、本区が都市としての持

続可能性を確保するためには、住み ・働き・憩うといった多

様な都市機能が集積し、自動車に依存せずに移動できる鉄道 蚤

駅周辺部において、引き続き、それぞれの鉄道駅の特性に応

じた集約的な土地利用を誘導し、娠わいと活力にあふれる街づくり

慈 tギヽ

<金 町六丁目地区>

を進めていく必要があります.

【施策の方向】

□ 新小岩駅、金町駅、亀有駅、高砂駅及び立石駅周辺の商業地は、本区の顔にふさわしい地区とし

て、区内外からより多くの人々が集い、憩える、個性あふれる魅力と賑わいに満ちた広域的な都市

機能集積拠点の形成を進めます。

□ その他の駅周辺では、それぞれの地区の特性に応じた駅前広場や道路などの都市基盤施設の整備

を進めることによって、地元商店街の活性化を支援し、生活に根ざした区民に身近な地域密着型の

拠″点形成を図りますc



基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

施 策 0 3  地 域 特 性 や 地 域 の 実 構 を活 か した 街 づ く りを進 め ま す

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 南水元一丁目・二丁目地区では、道路や公園などの都市基盤施設を整備し、宅地としての利用価

値を増進させるため、平成16年2月 から土地区画整理事業に着手するとともに、都市基盤施設の整

備にあわせた土地の有効利用を誘導するため、地区計画を活用した街づくりを進めています。

□ 小菅一丁目地区では住民からの提言に基づいた街づくり、新宿六丁目地区では大学と公園を核と

した街づくり、青戸六 ・七丁目地区では防災性や快適性等の向上、堀切地区では防災性の向上や賑

わいの再生など、各地域の実態や特性を活かした取組みを推進しています。

□ 区内には土地区画整理事業を施行すべき区域として、当該事業を都市計画として決定したものの、

事業化に至らぬまま市街化が進行し、事業の実施が困難となっている地区があります。

【施策の方向】

□ 今後も引き続き、地元関係者の理解と協力のもと、土地区画整理事業や地区計画などを活用し、

それぞれの地域の特性や地域の実情を活かした街づくりを進めることによって、面的に市街地の機

能向上を図ります。

□ 土地区画整理事業を施行すべき区域では、それぞれの地区の実情や熟度に応じて、土地区画整理

事業や地区計画等、きめ細やかな整備手法の導入を検討し、安全 ・安″いで快適に暮らすことができ

る市街地の形成を図りますc



基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)
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施 策 0 4  住 生 活 の 安 定 と向上 を提 進 します

【施策を取 り巻 く現状 と課題】

□ 平成12年以降の着工新設住宅戸数は、平成16年までは増加基調で推移していたものの、その後は

増減を繰り返しながら、減少基調に転じつつあり、平成21年には3,403件、過去10年間で最も多か

つた平成18年の5,293件の約6害Jの水準となっています。

□ 住宅に困窮している方々を対象に、 “住宅のセーフティネット
ル
としての役割を担っている公共

賃貸住宅として、平成23年4月 1日現在、区内には区営住宅10回地、331戸のほか、東京都が都営

住宅を、都市再生機構がUR賃 貸住宅などをそれぞれ供給しています。

(戸)
6′000

5′000

4′000

3′000

2,000

1,000

0

司二月嗜12  13 21盗革

図 着工新設住宅戸数の推移  出 典:東京都都市整備局資料

【施策の方向】

□ 少子高齢社会の到来を迎える中で、持続可能な地域社会を構築するため、若者から高齢者、単身

からファミリーまで、多様な世代が暮らし続けることができる住宅 ・住環境の形成を図る必要があ

ります。このため、東京都や都市再生機構が所管する団地の建て替えに際し、多様なタイプの住戸

の供給を要請するほか、都営住宅の移管による区営住宅の整備、高齢者向け優良賃貸住宅への家賃

助成などにより、多様な世代が暮らし続けることができる住宅の確保に努めます。

□ 住宅の質的充実をめざし、最低居住面積水準注)が確保された良質な住宅供給の誘導や、分譲マン

ションの適切な維持管理と将来の建替え準備に向けた情報提供及び相談事業の充実を図ります。

注)最 低居住面積水準

国民が安定したゆとりある住生活を営むことができるよう、平成18年 9月 に国土交通省が策定した住生活基本計画
(全国計画)に 定められた目標の 1つであり、世帯人数に応 じて、健康で文化的な住生活の基礎として必要不可欠な
住宅の面積に関する水準を示す.



基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

施策 05 地 域を良好な住環境に します

【施策を取 り巻 く現状 と課題】

□ 区内では、約4割の区域が土地区画整理事業などによる面的整備が未実施となっています。これ

らの地区では、幅員の狭い細街路、オープンスペースの不足、間日の狭小な宅地、建築基準法に基
づく接道条件注)を満たしていない宅地が見受けられるなど、住環境の改善及び防災性の向上が街づ

くり上の主要課題となっています。

【施策の方向】

□ 災害時の避難路や緊急車両の通行路の確保などの防災機能や、日常の生活面での安全性 ・快適性

を高めていくため、道路の幅員が4mに 満たない細街路の拡幅整備事業を効率的に進めていきます。

□ 工場跡地などを活用した良好な集合住宅の確保に努めるとともに、宅地の狭小化や無秩序なミニ

開発を適切に防止するための指導を実施するほか、違反建築物の是正等に取組み、良好な市街地の

形成を促進していきますc

注)建 築基準法に基づく接道条件

建築基準法第43条第 1項の規定により、原則として幅員4m以 上の道路に2m以 上接道 (道路に面している宅地の
長さ)し ていないと、宅地には、建築物を建てることができないとされている。



基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

災害や犯罪から身を守り、安全で、

ちにします

安心して暮らせるま

【施策の体系】

政策10防 災・生活安全
災害や犯罪から身を守り、安全で、安心
して暮らせるまちにします

施策01

災害に強く、安全で、安心して生活でき
る街をつくります

施策02

災害に対し的確な対応と迅速な復旧が
できる体制にします

施策03

災害発生時に地域で救援・応急活動を
迅速に行えるようにします

施策04

犯罪や事故から身を守り、安全で、安心
して暮らせるまちにします

施策05

正しい知識により賢い消費者の目を身
につけ、安心して生活できるようにしま
す



基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

施策 01 災 害に強 く、費全で、安心 して生活できる衛をつ くります

【施策を取 り巻 く現状と課題】

□ 本区は、低地で軟弱な地盤

の上に形成されているとと

もに、戦後、急速に進行し

た市街化に道路 ・公園など

の都市基盤施設の整備が追

いつかず、 さ らに、 1主宅と

工場が混在した木造密集市

街地も多数存在するなど、

地震や水害などの災害に対

して脆弱な都市構造となっ

ています。

□ 東京都では、平成22年

に改定 した 「防災街づく

建築物が集積するなど、

防災対策に取 り組むこと

ぐ――一――危険度低 危険度高 ―

ロランク1  ロ ランク2  ロ ランク3  ■ ランク4  ロ ランク5

0%       20%       40%       60%       80%      100%

葛飾区

(155地域)

都内の市街

化区域

(5′099地域)

8.4 42.6 303

45.1 318 158

図 地震に関する地域危険度

(建物の倒壊や延院の危険性を表す総合危険度)
出典:東京都「第6回地震に関する危険度測定調査」(平成20年2月)

り推進計画」の中で、震災時の危険性が高く、かつ、特に老朽化した木造

防災上整備すべき緊急性が高い地域を 「整備地域」に位置付け、積極的な

としていますぅ

1月

□ 区内では、立石 ・四つ木 ・堀切地域及び新小岩駅周辺地域が 「整備地域」に指定されており、特

に立石 ・四つ木地区は、基盤整備事業などを重点化して展開し、早期に防災性の向上を図る 「重点

整備地域」に指定されていますc

□ 本区では、不預Jの災害が発生した場合でも、被害を最小限に食い止められるとともに、区民の日

常生活における安全を確保できる街づくりをめざし、これらの防災上整備すべき緊急性の高い地域

での震災対策や、密集市街地の住環境の改善に努めています。

□ 区内に架かる橋梁のうち、建設後 50年以上が経過した高齢化橋梁が占める比率は、平成 21年度

現在は6%(1橋 )で あるのに対し、概ね 20年後の平成 41年度には 56°O(10橋 )に 拡大する見

込みですc

【施策の方向】

□ 今後も引き続き、密集市街地の住環境を改善し、防災性の向上を図るとともに、災害時の避難 ・

救援 ・消火活動を円滑に行えるようにするため、道路の拡幅や災害時に一時的に避難できる公園 ・

広場の整備、老朽化した住宅の建替えによる不燃化・耐震化の促進などを総合的に進めていきます。

□ 建築物の倒壊などから人命を保護し、避難道路の閉塞を防ぐなど、地震発生時の被害軽減と防災

上安全な街づくりをめざし、耐震診断や耐震改修の必要性に対する区民の意識を高めるとともに、



基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

診断 ・改修に対する助成事業を実施することで、建築物の耐震化を促進していきます。

□ 大規模な地震が発生した場合の人的 ・物的な被害を最小限に食い止め、かつ、連難路や緊急車両

の通行路を適切に確保するため、予防保全の観点から計画的に橋梁の点検や補修などを進めます。

10



基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

施 策 0 2  災 害 に 対 し的 確 な 対 応 と迅 速 な 復 旧 が で き る体 制 に しま す

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 本区では 「葛飾医地域防災計画Jに 掲げた地震被害の減災目標の実現に向け、防災行政無線のデ

ジタル化、装備品 ・備蓄品の整備、避難施設の確保や食糧 ・生活必需品等調達のための関係業界や

事業者との協力協定の締結、防災設備の適切な維持 ・改修などを推進してきましたが、東日本大震

災の経験と教訓から、これまでの取組みを見直すべき点も出てきています。

□ 本区は東京都の東部低地帯にあり、満潮時には海面以下となる地域が大きく広がっています。こ

のため、万が一、大規模な水害が発生した場合には、広域避難が前提となりますが、地震災害と風

水害が連続して発生する複合的な災害など、避難する時間がない事態の発生に備え、身近な避難場

所の確保が求められています。

【施策の方向】

□ 災害時に迅速かつ的確な応急対策及び復興対策が展開できるよう、情報通信手段の整備、食糧 ,

水 ・生活必需品等の確保、より実践的な総合防災訓棟等の実施、帰宅困難者 ・駅前滞留者対策など

について、東日本大震災の経験と教訓を踏まえ、推進していきます。

□ 水害対策として身近な連難場所を確保するため、中高層建築物へ避難できる仕組みづくりや上階

に避難場所や非常用発電機等を設けた浸水対応型建築物の整備推進、安全に避難できる高台の確保

等の検討を早期に進めます。また、治水安全度の向上を図るため、中川の堤防高不足の解消や耐震

補強の促進を国や都に働きかけます.



基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち
ふ ヽヽ本 ふ ヽヽ終 ミヽ |ヽ ミヽヽ 本ヽ ヽ本 ミヽぶ

(街づくりと産業)

施策 03 災 害発生時に地域で救援 Ⅲ応急活動を迅速に行えるように します

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 防災対策については、これまでもハー ド面、ソフト面の対策を両輪として取り組んでいますが、

東日本大震災など大規模な災害における教訓からも、ハー ド面の万全な対策をめざすことには限界

があることがわかってぃますc

□ 東日本大震災の発災時において、近隣住民による助け合いによって多くの命が助かったことから、

人と人とのつながりや絆、助け合いの大切さが改めて認識されています。広域にわたり甚大な被害

をもたらす災害に対しては、区、警祭、消防などの防災関係機関だけの対応にもおのずと限界があ

りますc今 後の防災対策を進める上では、災害対策の基本理念である自助、共助、公助のうち、自

助と共助の視点を基本に据えた、区民が主体、あるいは区と協働して取り組む防災対策を一層推進

していくことが必要ですc

□ 本区では、地域の消火活動や安全確保のための防災市民組織が自治町会単位で設置されており、

このうち32の自治町会では市民消火隊が組織されています。また、各地域において災害発生時に自

主的な救援 ・応援活動を行 う役割を担っている消防団は、平成23年4月 現在、27分団が組織されて

います。

□ 地域の人々が 「自分たちのまちは、自分たちで守る」ことを目的に、消火 ・救助活動や被災者に

対する生活支援を行うため、防災設備を備えた公園を防災活動拠点として位置付け、その整備を推

進しています。平成23年3月 末現在、整備目標量30箇所に対し、26箇所が整備済みとなっています。

□ 災害時には、避難者を収容する場所や、災害対策活動を展開したり、救援物資等を受け入れたり

する場所が必要となりますc地 域の防災力をより効果的 ・効率的に高めていくためには、小 ・中学

校や地域コミュニティ施設など、地域住民の日常生活にとって身近な公共施設が災害時には迅速か

つ円滑な救急 ・応援活動を実践するための防災拠点として、適切に機能を発揮できるようにするこ

とが求められます。

【施策の方向】

□ 「自助」「共助」という自主防災意識の高揚と防災知識の向上を図るため、防災講習会 ・防災リー

ダー研修会の充実、広報紙やパンフレット、啓発ビデオの貸出等による広報の強化、起震車等を活

用した防災訓練への参加促進などに取り組み、様々な機会をとらえて防災意識の啓発等に努め、区

民の防災行動力の向上を図りますc

□ 消防団が各地域における防災のリーダーとして、今後も引き続き、地域住民をけん引していける

よう、組織力の維持 ・向上を図るために必要な支援や助成を行うとともに、防災市民組織が実施す

る防災訓練など、地域の自主的な取組みを支援 します。また、学校長や防災市民組織等の連携のも

と、避難所の迅速な開設と円滑な運営が行われるよう、訓1練の充実等を図ります。

９

０



基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づく
(《 ヽミミ ミミふぶヽふミふミミミミくヽミふ ふミ ミミミミミミふ慈ミミミミ慈ミ (Rミ ミ慈 ミミミミ

りと産業)

□ 地域住民の日常生活に身近な公共施設を建替える場合には、本来必要とされている機能とともに、

災害時の転活用も想定した防災拠点として、防災上最低限必要な設備等の整備を進めていきます。

□ 防災活動拠点については、引き続き、地域危険度が高い地域での整備を進めていきます。

<防 災活動拠点に設置されている設備の一例>

(左から右へ:防災倉庫、かまど兼用ベンチ、雨水貯留槽手押しポンプ)

９
０



基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)
ヽヽヽヽヽ本ミヽミ ヽヽミヾ 、ミミミヽヽミ ヽ本 本ヽ ヽさヽヽふミミミミヽ本 ミーヽぶミ ーミミ ミミ ミヽミミヽ

施 策 0 4  犯 罪 や 事 故 か ら身 を守 り、 安 全 で 、 安 心 して 暮 らせ る ま ち に しま す

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 本区では、区民が安全で安″いして暮らせるまちづくりのため、ハー ド・ノフトの両面から防犯対

策を展開しています。平成16年以降、区内の刑法犯認知件数は、ほぼ一貫して減少傾向で推移して

おり、平成22年は6,224件、平成15年の9,830件の約 6割 の水準に減少しています。

□ 「平成22年版 ぢ巳罪白書 (法務省)」によると、一般刑法犯の被害者に占める65歳以上の被害者の

害J合は平成12年の8,7%か ら、平成21年の10.6%に上昇するなど、全国的に高齢者が被害者となる

犯罪の割合が増えています。葛飾区政策 ・施策マーケティング調査では、防犯対策をしている区民

の害1合は、平成19年度の43.0%か ら平成23年度の50.0%に上昇しており、区民の犯罪に対する不安

感や、防犯対策への関心はむしろ高まっていると考えられます。

□ より安全で安心なまちづくりを実現するためには、区民 ・関係団体 ・区が連携して取り組むこと

が不可欠であり、特に自治町会、商店街、PTAな どの地域団体が常日頃から実施している防犯パ

トロールなどの自主的な防犯活動は、犯罪を未然に防止する上で重要な取組みとなっています.

図 刑法犯発生件数の推移 出典:警視庁沖!事部刑事総務課資料

【施策の方向】

□ 地域の防犯力を高め、犯罪や事故を未然に防止するため、パネル展の実施などにより区民の意識

の向上を図るとともに、活動助成等により地域の自主的な防犯活動を促進します。
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)
ミ (ミ ふ ふ ふ 慈 点 ヽヽミ慈 ぶ ミ ミ ミ 慈 ミ 《 慈 ミ ミン ふ ミミふ ミミふ ミ 慈 ミ ミ ミ ふミミ ミ ミ 姦 ミ ミミミ≪ 慈 《 煮 蕉 ミ ミ (ミ ミ ミ 恵 恵 恵 R慈 忘

□ 防犯カメラなど防犯設備の整備に対する助成や私道防犯灯設置助成、地域の自主的な防犯活動を

推進するリーダーの育成や犯罪 ・事故を抑止する活動に係る区内事業者との協定の締結、区内の犯

罪情報 ・不審者情報を電子メールで配信する 「葛飾区安全 。安心情報メール」などを引き続き実施

し、安全で安心なまちづくりを進めていきます。

15



基本目標 2 快適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)
ヽ本 ヽヽ |ヽ ミヽミミ(ヽミミ苺ミヽ ミヽヽ ミヽ ミヽ ミヽミミヽ ミヾミヽ キミぶ ミヽミ苺ヽミヽヽ ミヽミミミヽ ヽヽミミミミミミ ミヽミミヽ ミ

施策 0 5  正しい知識により賢い消費者の目を身につけ、安心して生活でき
るようにします

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 近年、全国的に、高齢者を狙つた悪質商法による被害や、インターネットを使った電子商取引に

代表される取引の複雑化 ・多様化に伴う様々な消費者 トラブルが後を絶たない状況にあります。本

区では、消費生活センターにおいて、契約上の トラブル等の消費生活相談や消費者講座等の開催、

消費生活情報の提供などの事業を行っています。

□ 消費生活相談件数は、平成16年度までは一貫して増加を続け、同年度には5,835件と平成13年度に

比べ2.2倍に増加 したものの、その後は減少傾向に転じ、平成22年度では2,917件となっています。

しかし、個々の条件をみると、悪質かつ巧妙化した手日による被害も多く発生しており、平成22年

度では契約金額が 5千万円を超えるものが11件に上っています。

□ 高齢化の進行に伴い、悪質商法による被害が拡大することが大いに懸念されます。このため、区

民が消費者被害にあわないよう、今後も引き続き、
“
賢い消費者

"の
育成に向け、様々な支援を行

うとともに、消費者被害が発生した場合には、速やかに救済措置を講じることが求められています。

表 ,肖費生活相談件数の推移

出典:「葛飾の消費生活」 (単位 :件)

注)1件の相談でも複数の内容にわたることがあるため、総数と内訳とは一致しない。

【施策の方向】

□ 消費者問題に取り組んでいる団体の活動を支援するとともに、
“
賢い消費者

"の
育成に向け、消費

者講座等の学習機会の確保のほか、広報かつしかやパンフレット等を活用した区民に役立つ消費者

鞭 軽 撃減学熊襲 軍 鹿 ‐ヽ輔 襲 韓 群盛韻 韓 鞭 ti襲 導襲 軍戯 選 F 霞 群逮整筆逮

総数 2,640 3,02C 4,955 5,835 3,895 3,380 31327 3,034 3,044 2,917

契約(解約) 1,19C 1,467 2,61C 4,186 2.819 2,442 2,484 2,106 2,055 1,874

販売方法 79( 872 2,18C 2,872 1,706 1,314 1,312 11081 1,075 1,074

品質・機能・役務品質 422 411 50( 450 467 418 400

価格・料金 35C 447 674 39[

接客対応 ｎ
Ｕ 106 14C 16( 233

法規・基準 「
ｔ 944 405 217

安全・衛生 90

表示・広告 114 117 97 109

買物相談 19 26 14 15 24

生活知識 96 86 17 4 14

計量・量目 4 7 b 6 3 3 3 3 r

包装・容器 1 2 1 1 4 0 1 1 1 4

施設・設備 6 7 D 0 0 1 0 3 2

その他 95 192 24C ∩
フ 95 90
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基本目標 2 快適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

情報の提供などを実施します。また、消費者被害にあう可能性の高い高齢者への情報提供の強化や

小 ・中学生に対する早期の消費者教育を進めるため、福祉部局や教育委員会との連携を深めます。

□ より効果的に消費者 トラブルに対処するため、消費生活相談を実施するほか、消費者被害が発生

した場合には、区長の附属機関である葛飾区消費者被害救済委員会を活用し、速やかな被害者救済

に努めますc

，
ｒ



基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

安全かつ快適に移動できるまちにします

【施策の体系】

政策11交 通
安全かつ快適に移動できるまちにします

施策01

交通渋滞の解消と道路の適正な維持管
理により、道路を安全かつ快適に通行
きるようにします

施策02

違法な駐車・馬主輪を少なくします

施策03

歩行者口自転車の安全通行の確保や啓
発活動を進め、交通事故を少なくします

施策04

踏切解消など都市基盤整備を進め、安
全で利用しやすい公共交通を実現しま
す

18



基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

施策 0 1  交通渋滞の解消と道路の適正な維持管理により、道路を安全かつ

快適に通行できるようにします

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 交通の円滑化や防災性の向上など

に寄与する都市計画道路は、平成22

年3月31日現在、計画延長99.13kmの

うち、64.45kmが整備済みであり、整

備率は65.0%と なっています。

□ 平成16年3月 、東京都と23区は、緊

急的に改善すべき都市rJR題に対応す

る観点から、平成27年度を目標年次

として、区部において優先的に整備

すべき都市計画道路の路線を示した

「区部における都市計画道路の整備

方針 (第二次事業化計画)」 を策定

しています。区内では、都施行 2路

線、区施行13路線を優先的に整備す

べき路線に位置付けていますc

□ 本区では、国道などの広域的な幹線

道路の整備が進められている一方、

これらの幹繰道路を相互にネットワ

ークする都市計画道路の整備が遅れ

ていることから、交通渋滞が慢性化

している状況にあります。

□ 区が管理する道路は総延長で約730k mあ り、その更新には多額の事業費が必要となつています3

【施策の方向】

□ より快適で利便性の高い道路ネットワークを形成するため、今後も引き続き、都市計画道路の事

業中区間の早期完成や優先整備路線に選定されている未着手区間の早期事業化に努めます。

□ 早期完成に向けて区民の理解と協力を得るため、事業中の各路線の事業完了に至るまでのスケジ

ュールや進捗状況などを適時適切に情報提供することで、事業の透明性及び信頼性の向上を図りま

すc

□ 次期事業化計画の策定にあたっては、事業中路線の整備の進捗状況を踏まえつつ、防災機能の向

表 都市計画道路の都市問比較(整備率の高い順)

順位 区名
計回延長

(km)

登偏済

(krn) 1警 借基 (0/n)

1 東 区 42,82 36.0 84.1
2 中  央  区 57.84 48.20 83.3
3 千 代 田 区 63.60 52.51 82.6
4 江  東  区 19.05 88.61 74.4
9 足  立  区 185。2 134,74 72.7

港 区 107,70 77.65 ワ

一

，
ｒ

7 渋  谷  区 71.21 50.65

仮  橋  区 93.18 63.99 68.7
9 江 戸 川 区 145.32 96.33 66.3
0 慈|1轟 ‐1還 99点3 64_45 韻 0
1 新 宿 区 85,05 54.29 63.8
2 区 62.82 39.57 63.0
3 荒  川  区 37.87 23.40 61,8
豊  島  区 45,92 27.48 59.8

0 区 91.89 54.90 59.7
6

里
田 区 55.08 31.96 58.0

r 文  京  区 42.71 23.31 54.6
8 杉 並 区 90.36 46.29 51.2
9 世 田 谷 区 153.37 77.46 50.5
目  黒  区 37.95 18.68 49.2
練  馬  区 121.57 58.09 47.8
大 田 区 12267 57.98 47.[
中  野  区 41.22 18.85 45.7
至  部 1.973.56 1,245.42 63 1

出典:(財)都市計画協会「都市計画年報」(平成 22年 3月 31日 現在)
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)
■ヽ■■■■■■■・            ミ ミミ、(ヽ ふ、ふミミミ、ミド ヽヽ | 本ヽ ヽヽ本ぶ ミヽヽ ヽヽ ヽ ミヽヽヽヽミヽヽキミヽ +ヽヽヽヽ ヽヽヽ | ミヽヽふ本ヽヽヽ ヽヽミミ|| lヽtヽヽヽヽヽヽヽ |ヽヽヽ ヽヽ■!,・

上と交通渋滞の緩和を図る上で重要度の高い都市計画道路を優先整備路線として選定するなど、よ

り効果的 ・効率的な都市計画道路の整備に努めます。

□ 安全で快適な道路環境を効率的に保全するため、道路の修繕や改修を予防保全の観点から計画的

に実施しますcま た、だれもが安全で快適に通行できるようにするため、歩行空間の改善や街路樹

の更新などを進めますc
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

施策 02 違 法な駐車 ・盛輪を少な くします

【施策を取 り巻 く現状 と課題】

□ 本区では、地域との協働による啓発活動等により、駅周辺における放置自転草台数 (一日あたり

の平均)が 平成17年度の5,800台から平成22年度の3,517台へと約 4割 減少しているものの、依然と

して駅周辺への自転草利用の需要は多く、買い物客などによる一時的な違法駐車 ・駐輪が後を絶た

ない状況にあります。

□ 駅周辺の店舗には、必要な駐車場や駐輪場の収容台数を確保することが規定されている大規模小

売店舗立地法注)ゃ駐輪場の設置義務を課す区条例の施行前に建築されたものも多く、これらの店舗

は来店者のための駐車場や駐輪場が未設置となっています。

□ 違法な駐車 ・駐輪は、歩行者や自動車の安全な通行を阻害し、交通渋滞や交通事故の原因にもな

ることから、既存の駐車・駐輪場の有効利用の促進や指導・取り締まりの強化に取り組むとともに、

需要に応じて適正な場所に適正な規模の駐車 ・駐輪場を確保していく必要があります。

表 駅周辺における放置自転車台数(一日あたりの平均)の推移 (単位 :台)

平成17年度 平 成 1 8年膚 平成 19年度 平成20年度 平成21年度 平成2 2年農

窓 叡 5.800 5,166 4.647 4,298 3.991 3,517
新 小 岩 1.905 1,499 1、219 1.144 1.088 1.024
立 石 673 647 626 592 620 626
お花茶屋 415 403 410 386 366 357
青砥 506 543 536 429 373 32C
堀切菖蒲園 425 389 ９
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出典:都市整備部道路管理課資料

【施策の方向】

□ 駅周辺で推進 している市街地再開発事業などの街づくり事業とあわせ、駐車 ・駐輪場の確保を図

るとともに、駅周辺において駐車 ・駐輪場を設置しようとする民間事業者への支援を行います。

□ 警察や店舗との連携のもと、駅周辺における違法な駐車 ・駐輪に対する指導及び取り締まりを強

化するとともに、既存の駐車 `駐輪場の有効利用を促進するため、広報やインターネットなどを活

用し、場所や利用状況などを周知していきます・

□ 自動車運転者及び自転車利用者に対するマナーの向上を図るための啓発活動や、マナーを守るこ

との必要性を継続的に訴えかけていきますコ

ワ

０



基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)
|ミヽ くベミヽ、、ふミ ミふ慈ミヽヽ本ミミミヽヽヽミミヽミミ冬ミヽ|本ヽヽ さヽふミミミミヾ ヽヽ ミミミふペミ本ミふ〔Rミミミミミミ(

注)大 規模小売店舗立地法 (平成12年6月 施行)
大型店舗を新たに開店したり、売場を拡張しようとする際、建物設置者 (所有者)に 対し、周辺地域の生活環境を
保持するため、交通対策や騒音対策など必要な配慮が適正に行われることを確保するための手続を定めたもの、

９

“

９

０



基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)
ドヽミギヽヽ ドヽヽヽミミヽ 、ヽ、ヽ 、 ぶヾヽ 、ヽミぶミヽ ミヽぶ ヽヽヽヽヽヽさぶぶミミヽさミヽミミふ慈ミふミふふミ忘ミミミ ふミふミミヽふミミミミミ (ふ ふふミミミミふミふミミミミふヽ

施 策 0 3  歩 行 者 , 自 転 車 の安 全 通 行 の確 保 や 啓 発 活 動 を進 め 、交 通 事 故 を少 な

く します

【施策を取 り巻 く現状 と課題】

□ 区内における交通事故の発生件数は、年々減少傾向にあり、平成22年は1,668件で過去10年間に最

も多かった平成13年の2,389件と比べ721件、30.2%減少しています。

□ しかし、発生件数の半数を占める自転草の事故や子どもの事故では特に大きな変化が見られず、
また、高齢者の事故は増加の傾向にあります。

□ 子どもや高齢者などの交通弱者を事故から守り、区民に交通安全意識を浸透させるためには、ハ
ー ド・ソフ トの両面から対策の充実を図っていく必要があります。

(件、人)
□交通事故件数(件)  囲 死亡口重軽傷者数(人)
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図 交通事故発生件数の推移  出 典:「東京の交通事故」

【施策の方向】

□ 交通事故発生件数の減少と区民の交通マナーを向上させるため、警察との連携を強化するととも

に、年間を通じた啓発活動に努め、交通安全に対する区民意識の高揚を図つていきます。

□ 歩行者や自転車の通行が多く、交通事故の発生が多い地区については、警察との連携のもと、歩

道の整備や勾配の改善、段差の解消、交差点の改良、速度抑制対策など、総合的に交通安全対策を

進めていきますc
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

施策 0 4  踏切解消など都市基盤整備を進め、

を実現 します

【施策を取り巻く現状と課題】

□ 都市高速鉄道京成電鉄押上線の四ツ木

駅から青砥駅までの延長約2 6km(事業

区間約2.2km)の区間では、平成15年2

月に、連続立体交差及び附属街路の都市

計画事業認可を取得し、事業を行ってい

ます。

□ 現在、京成高砂駅から江戸川駅付近に

至る約3.4kmの区間には、ピーク時の踏

切遮断時間が40分以上にも及ぶ、いわゆる

南北交通の分断や交通渋滞を引き起こし、

となっています。

安全 で利用 しやす い公 共交通

<京 成押上線連続立体交差事業のイメージ>

“
開かずの踏切

"を
はじめとする13箇所の踏切があり、

地域の街づくりや都市活動を制限する大きな要因の 1つ

□ 東京都及び鉄道事業者との連携のもと、四ツ木駅から青砥駅に至る区間の連続立体交差事業の早

期完成に努めるとともに、京成高砂駅から江戸川駅付近に至る区間の連続立体交差事業についても、

技術的課題の解消や事業化に向けた機連の熟成に取り組み、早期の事業化をめざしています。また、

地下鉄 8・ 11号繰、環七高速鉄道 (メトロセブン)の 建設促進に向けた活動を進めているほか、都

市基盤整備にあわせ、バス路線網の充実に向けた取組みを推進し、最寄り駅へのアクセス性等を高

めています。

【施策の方向】

□ 踏切の解消による安全性 ・防災性 ・交通利便性の向上を図るため、連続立体交差事業を中心とし

た都市基盤整備を街づくりと一体となって進めます。

□ 地下鉄 8・ 11号線、メトロセブンの早期実現に向けて、関係機関への要請活動等を行います。

□ 交通結節点となる駅へのアクセス向上ゃ不足している南北交通の充実を図るため、都市交通連絡

調整会議注)などを通じ、交通事業者との情報提供や意見交換を進め、都市基盤整備の進捗にあわせ

たバス路線網の充実を図ります。

注)都 市交通連絡調整会議

様々な協議を行い、区内のより良いバス路線網の実現をめざし、区とバス事業者等の連絡 ・調整の場として、平成
17年3月 に設置。

ン
！串
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)ふささヽヽヽヽ ミヽミド、、、ミミミヽミぶ慈ミヾぶミミふさミミふ ≪ミミミミ《ミミふ慈ミミミミミミミミミミミ

多様な役割を持つ場として、地域の中にて域の中に公園などの快適

空間を整備します

【施策の体系】

政策12公 園口水辺
多様な役害1を持つ場として、地域の中に
公園などの快適空間を整備します

施策01

区民ニーズや地域特性を踏まえた公園
を整備し、多くの区民が利用できるよう
にします

施策02

河川を活かした快適な空間を整備し、多
くの区民が水辺に親じめるようにします
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち
本ヽミヽヽミふミミミく ミヽ ミヽミミヘ 、ヽミミ ヽ冬くヽミヽヽ本ミミふへヽミ、ヾミミヽヽ

(街づくりと産業)
ふヽ ヽきミヽミ ふヽさミ 本ヽヽふ ヽヽ

施策 0 1  区民ニーズや地域特性を踏まえた公園を整備 し、多くの区民が利
用できるようにします

【施策を取 り巻 く現状 と課題】

□ 本区では、これまで公園 ・緑地の配置や都市緑化の推進などの方針を定めた 「葛飾区緑とオープ

ンスペース基本計画」の中に掲げた目標値である、区民 1人 当たりの公園面積 5ぱ の達成に向け、

着実に公園整備を推進してきました。

□ 平成23年4月 1日現在、都市公園法に基づき設置 ・管理され、公園 ・緑地の最も基本的な施設で

ある都市公園の整備量は都立 ・区立を合わせ166.8ha、それ以外の公園を含めた公園の整備量は合

計183.9haであり、区民 1人 当たりに換算した公園の面積は4,15ぱとなっています。

□ 本区公園面積の大部分を占める都立水元公園や河川敦を活用した公園などは、市街地の外縁部に

位置しており、鉄道駅の周辺部など、区民の暮らしに身近な公園がまだ不足している状況にありま

すc

□ 既存の公園 ・児童遊園の半数以上が、供用開始から25年以上経過しており、遊具などの施設 ・設

備が老朽化しているところもあります。本区では、老朽化した施設 ・設備の更新に取り組むととも

に、出入回の段差解消やだれでもトイレの設置などのバリアフリー化を進め、広く区民に親しまれ

る公園づくりに努めています。

1 1総 数    … 区民1人当り公園面積
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平成12

図 区民1人当たり公園面積の推移 (各年4月 1日現在)出 典:東京都建設局資料
注:公園面積には、都立及び区立の都市公園、都市公園以外の区立公園、その他の公園を含む。

【施策の方向】

□ 土地区画整理事業や地区計画などを活用した街づくりとの連携のもと、区民が気軽に歩いて利用
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)
―             ヽ ふ ミ≪ミミミミミミミミミミミミふふ 、ふ ミヽ慈ミミ

できる公園や、地域の防災活動拠点となる一定規模以上の面積を有する公園など、地域の核となる

公園の整備を進めます。

□ 老朽化が進行している既存の公園の施設 ・設備について、利用者の安全確保及びライフサイクル
コス ト注)の縮減を図るため、今後よリー層、予防保全的な管理の視点から、計画的な点検 ・補修等

に取り組みますc

□ 公園の整備 ・改修にあたっては、区民のニーズや地域の特性を踏まえた上で、子どもから高齢者

までより多くの区民が安全で快適に利用できるようにします。

注)ラ イフサイクルコス ト

施設の企画 ・設計から建設、維持管理、解体、廃棄までにかかる総コスト.

，
ｒ
ワ
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

施策 0 2  河川を活かした換適な空間を整備 し、多くの区民が水辺に親 じめ
るようにします

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 荒川や江戸川をはじめ、区内を流れる幾筋もの大規模な河川は、都心部近郊に位置しながら、葛

飾らしいゆとりとうるおいのある都市空間を形成するオープンスペースとして、極めて重要な役割

を担っています。

□ 本区では、「葛飾区緑とオープンスペース基本計画」に基づき、それぞれの河)|十の特性を活かしな

がら、「水の拠点」として河川と一体となった公園を整備し、拠点間を結ぶネットワークとして 「水

辺の散策路」の整備を推進しています。

□ 区内を流れる河川は、高い堤防や直立した護岸などによって、人々が容易に水辺に近付くことが

できず、河川が街から切り離されている状況にあります。本区にとって貴重なオープンスベースで

ある河川敦は、治水や河川環境との調和に配慮しながら、人々が集い、憩える場として積極的な活

用を図つていく必要がありますc

【施策の方向】

□ 河川と一体となった公園を整備し、区民が様々なレクリエーション活動を通じて水辺に親しむと

ともに、やすらぎや憩いを感じられるうるおいのある水辺空間の形成を図ります。

□ 多くの区民が集い、憩いながら、水辺の散策を楽しむことができるようにするため、国や都の堤

防整備等にあわせ、江戸川や中川の河川沿いに昔あった桜づつみを復活させるとともに、水の拠点

を結ぶ散策路の整備を進めます。

□ 水元小合溜注)については、水質の改善や生態系の回復など、良好な水辺環境の再生に向けた取組

みを、計画的に進めますc

注)水元小合溜 (みずもとこあいだめ)

都立水元公園内にある、1729年に人代将軍徳川吉宗の指示によって整備された溜め池.
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)
へヽミ冬ミ(ヽミミミヾ (ミミ《ミミヽ ミミン ミヽ ふ ミミミミミミミ慈ミヽ ミミヽ ミミふミミミヽ ミミミミミヽ ミヽミミミミミ((ミミミミく ヽヽ ミミミミミミミミミ忘ミミミ(

人と自然が共存できる環境を守ります

【施策の体系】

政策13環 境
人と自然が共存できる環境を守ります

施策01

環境活動団体等のネットワーク化を図る
とともに環境活動の担い手を育成します

施策02

豊かな自然を守り育てます

施策03

良好な生活環境が保たれ、快適に住み
続けられるようにします

施策04

温室効果ガスを削減するため、省エネ
動や再生可能エネルギー利用を促進し
ます

施策05
ごみのないきれいで清潔なまちにします

施策06

発生抑制を最優先にごみ減量に地域を
あげて取り組めるようにします

施策07

環境負荷の少ない適正なごみ処理体制
を整えます
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)
ヽヽ ヽヽ ヽヽ卜ヽヽヽ ミヽ ヽヽ ヽヽヽ■ヽ ミヽ ヽヽヽ、ミミヽ ギヽ ミヽミ 本ヽ さヽ ミミヽヽヽミミミミヽヽミミヽ ヽヽ |ミヽヽヽ |ヽヽヽヽ

施策 0 1  環境活動団体等のネッ トワーク化を図るとともに環境活動の担い

手を育成 します

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 本区では、平成 8年 に 「人と自然が共存できる環境

を未来へつなぐまち・かつしかJを基本理念とする「葛

飾区環境基本計画注1)Jを策定し、これに基づく環境

施策を推進してきましたcその後、平成23年3月 には、

本区の特性を踏まえながら、新たな環境問題へ対応す

るため、平成23年度から10年間の環境施策の方向性を

定めた 「葛飾区環境基本計画 (第2次 )Jを 策定しま

した。

□ 区内の環境活動は、地球温暖化対策、自然環境の保

全、ごみの減量 ・リサイクルなどのテーマごとに、葛

飾区地球温暖化対策地域協議会注2)ゃ葛飾区禄化推進

協力員注3)、自然 ・環境レポーター注4)、かっしかごみ

減量 ・リサイクル推進協議会注5)などの団体や区民 ・

事業者がそれぞれの環境分野で活動しています。

□ 「葛飾区環境基本計画 (第2次)Jで は、区民 ・事業者 ・区など多様な主体が連携 ・協働すること

で、より効果的な環境活動が展開できるよう、『区民・事業者・区の協働と参画による「エコの
“
わ
"J

形成プロジェクト』を重点プロジェクトの 1つ として掲げ、既存の組織とともに、自然環境分野に

ついては新たに横断組織を立ち上げ、それらを地域の核とし、ネットワーク化することで、多様な

主体が参加 ・協働できる場の整備をめざしています。

【施策の方向】

□ 環境活動に取り組んでいる既存組織の活動を充実させるとともに、組織同士で協力して活動する

ことができるよう情報交換の場を設けるなど、組織間のネットワーク化を進めます。

□ 自然環境分野において、葛飾区禄化推進協力員や自然 ・環境レポーターなど、既に区内で環境活

動を行つている方々を中心に、各地域で環境活動を先導していくことのできる担い手を育成します。

□ 「かつしかエコライフプラザ注6)Jを ごみの減量や環境活動の拠点として充実させるとともに、環

境活動団体などの情報交流拠点や人材育成の場として活用します。

□ 「葛飾区環境基本計画 (第2次 )Jの 望ましい将来像を実現するために、それを区全体で共有し、

区民、事業者、区が協働 して課題に取り組めるよう、区が環境ビジョンを示し、学校や職場、地域

団体などが自主的に取り組む環境行動ルールの策定を促すことによって、環境活動の取組みを区全

図 『区民口事業者口区の協働と参画による
「エコの
“
わ
"」
形成プロジェクト』のイメージ

出奥:葛飾区環境基本計画(第2次)
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

域 に広げていきます。

注 1)葛 飾区環境基本計画

葛飾区基本構想に掲げている将来像 「水と緑ゆたかな′亡ヽふれあう住みよいまちJの 実現を環境面から補完するた
め、環境に係る施策を中長期的な展望に立ち、終合的 ・計画的に推進するための計画であり、各種計画の策定や施
策の実施にあたり、環境配慮の方向性を示すもの.

注 2)葛 飾区地球温暖化対策地域協議会

区民 ・事業者 ・区民団体 ・区などの協働により、区内における地球温暖化対策の推進を図ることにより、温室効
果ガスを削減し、地球温暖化の防止に寄与することを目的として、平成20年12月に設立.

注 3)葛 飾区緑化推進協力員

区長の委嘱を受け、公園などでのミニ花壇の管理や園芸教室の開催など、地域の禄化を推進するための活動を行
‐
l .

注4)自 然 口環境レポーター

地域と地球の環境を保全する意識を高め、率先して環境問題に取り組む人材を育成することを目的とした制度c
自然 ・環境レポーターは、区内に生″自、する身近な動植物の観祭結果や暮らしの中での環境配慮活動などを、毎月調
査し、報告する。

注 5)か つしかごみ ロリサイクル推進協議会
区民、事業者、区の三者が協働で、これまで以上にごみを減らすことをめざし、平成15年8月に区民団体 ・事業者
団体 ・事業者 ・区によって設立。

注6)か つしかエコライフプラザ

環境にやさしい暮らし方やごみ減量のためのとントとなる行動に関する学習 ・実践の場として、幅広い年齢層を
対象とした学習会や講座、イベントを実践する機能を有した施設=

つ
じ



基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)
―へ ミヽミミヽ ミミミミミミ ミヽミヽ ふヽ、ミヾ ヽ、ミふミミヽキヽ ミヽミヽ ヽヽ ミぶヽヽミミミふミミヽヽヽミざ|ヽヽさ 、ミミ本ミミ

( % )

80

70

40

平成19 20  21  22 23年 度

図 自 然を大切にする行動をしている区民の割合
出典:葛飾区政策・施策マーケティング調査

るため、今後も引き続き、自

様々な事業を展開します。

で、花と緑のまちづくりを推

再生 ・創出する取組みを推進

理解してもらい、将来にわた

施策 0 2  豊 か な 自然 を守 り育 てます

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 本区は、区内を荒川、江戸川、中川、新中川

などの大規模な河川が流下し、その水辺は豊

かな生態系やうるおいのある景観を創出する

貴重な空間となっていますcこ れらの水辺の

うち、荒川、江戸川の広大な河川敷を利用し

て整備した葛飾あらかわ水辺公園や柴又公園

では、ヨシ原、千潟、浅瀬などの河川本来の

姿を復元しており、野鳥や水生生物の宝庫と

なっていますc

□ 自然に対する意識が芽生え、自然を大切にす

る活動の輪が広がるよう、本区では、地域緑

化の支援、屋上 ・壁面緑化や生垣設置に対する助成、保存樹木 ・樹林の保全、自然保護区域の維持

管理、野鳥の保護 ・被害対策、区内の河川や池、湖沼などの生物の生′自、状況の把握など、様々な事

業に取り組んでいますc

□ 葛飾区政策・施策マーケティング調査によると、自然を大切にする行動をしている区民の割合は、

平成22年度には72.3%に達しています。自然環境の保全に向けた活動の輪をさらに広げるためには、

今後も引き続き、区内に残された自然を大切に守り、育てるとともに、身近な禄の保全や緑化に対

する区民の意識を高めていく必要があります。

□ 平成20年に成立した 「生物多様性基本法注1」」を受け、本区では、生物多様性を回復させ、持続可

能でより豊かな区民生活を実現するために、今後、本区が取り組む方向性を示した 「(仮称)生 物

多様性かつしか戦略」を策定することとしました。

【施策の方向】

□ 豊かな自然の恵みを大切に守り、育て、次世代につなぐまちをつく

然に対する意識が芽生え、自然を大切にする活動の輪が広がるよう、

回 区民の緑と花を育む意識を高め、地域での緑花活動を支援すること

進しますc

□ 「(仮称)生 物多様性かつしか戦略」に基づき、生物多様性を保全 ・

するとともに、環境学習を通じて、区民に生物多様性の意味を正しく

つて生物多様性が良好に保全されるよう努めます。

□ 平成23年10月施行の 「生物多様性地域連携促進法注2」Jが 成立し、そこでは、国民、事業者、民間
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)ドヽヽふ、本 ミミ(ミミふミミふ《ミふ 、ミ姦―ミ(ヘミミミ《慈ミミふふ《ミミミよ よくよく

団体、国、地方公共団体のそれぞれの主体の責務や協働取組の努力義務が うたわれています。本区

においても、各主体が連携 ・協働 して生物多様性の保全に努めます。

注 1)生 物多様性基本法

生物多様性に関する施策の総合的かつ計画的な推進を目的として制定されたもの。生物多様性の保全と持続可能
な利用について基本原則が定められ、国、地方公共団体、事業者、国民及び民間団体の責務が規定されるとともに、
地方公共団体に 「生物多様性地域戦略」策定の努力義務が課せられた。

注2)生 物多様性地域連携促進法

正式には、「地域における多様な主体の連携による生物の多様性の保全のための活動の促進等に関する法律」とい
t 、ヽ PヽO等多様な主体から地方自治体が作成する 「地域連携保全活動計画」について、区へ提案できることとした.
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施 策 0 3  良 好 な生 活 環 境 が 保 たれ 、峡 適 に住 み 続 け られ る よ うに します

【施策を取 り巻 く現状 と課題】

□ 本区では、環境法令に基づき、毎年、区内の大気や河川 ・池 ・湖沼の水質の状況、交通による騒

音 ・振動等を調査し、周辺地域への影響や汚染 ・汚濁の状況、防止対策の効果などを経年で監視測

定しています。また、公害の発生を防止するため、工場等の認可時における調査 ・指導、建設作業

時における近隣住民への周知の徹底や丁寧な作業などを指導しています。

□ 区民から寄せられる公害苦情受付件数は、概ね減少傾向にあるものの、近年、規制の対象とはな

らない騒音 ・振動など日常生活に起因する都市型近隣公害の相談は増加傾向にあります。

表 公害苦情受付件数の推移

平成
14年度

平成
15年度

平成
16年度

平成
17年度

平成
18年度

平成
19年度

平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

騒音 104 130 ９
乙 126 89

ワ

０ 120 119 10C

振動 34 42 49 ワ

々 18 26
９

一

tずしヽ煙 50 39 46 17 28 28
９
乙

粉じん lC 20 49
ワ

一 1 1
ワ

０ 24

悪臭 60 49 44 40 39 38 つ
じ
力
七 36 20

有害ガス 2 0 1 1 1 1 2 1 C

汚水 0 0 3 2 2 0 1 0 0

その他 つ
乙
ワ

一 10
一
〇 r 6 4 6 6 2

合計 280 300 Ｏ
Ｏ
９

０ 298 214 161 250 ９

争 20C

出典 :環境部環境課資料

【施策の方向】

□ 環境の悪化を防止するための監視預J定を継続し、迅速な対策を講じることができる体制を確保し

ますc

□ 公害の発生を防止するため、発生源となり得る工場や指定作業場、深夜営業店などの事業者を中

心に、法令や条例に基づく規制基準や予防策の周知を図ります。

□ 規制の対象とはならない都市型近隣公害に関しては、可能な限り、近隣相互や関係者間での話し

合いにより解決できるよう、広報紙やホームページ等を通じて、予防方法や解決策等の情報提供を

行うことで、意識の向上を図りますc
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)
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施策 0 4  温室効果ガスを期滅するため、省エネ行動や再生可能エネルギー

利用を促進 します

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 東京の年平均気温は、20世紀に約 3℃ 上昇しています。これは、 日本の他の大都市と比べて大き

な上昇となっています (大都市平均上昇気温2.4℃、中小規模の都市平均上昇気温 1℃ )。さらに、

近年は、1日の最高気温が35℃以上を記録する猛暑日も増加するなど、東京における温暖化の進行

は、年々深刻な事態を迎えています。

□ 本区では、平成20年7月 に 「葛飾区地球温暖化対策地域推進計画注1」」を策定し、「みんなで止めよ

う!温暖化」を合言葉に、平成24年度までに温室効果ガスの総排出量を対平成 2年 比で13.5%削減

することを日標としていますc平 成20年度における本区の温室効果ガス排出量は1,599千tで あり、
「京都議定書注2)Jで定められた基準年の排出量1,745千tに比べ8.4%減 少しています。

□ 今後も引き続き、着実に地域での地球温暖化対策を推進するため、平成25年度を初年度とする次

期推進計画を策定し、区民 ・事業者 ・区民団体 ・区など、すべての主体がそれぞれの責任と役割分

担のもと、温室効果ガスの削減に向けた取組みを実践するようにします。

□ 東日本大震災の発生に伴う電力供給不足への対応を含め、低炭素社会の実現に向けて、区民 ・事

業者 ・区などによる節電の取組みを継続するとともに、太陽光発電などの再生可能エネルギーの普

及を促進する必要があります。

(干トン)
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２

平
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E温 室効果ガス排出量(looot co2eq)

与Z 5■鴻2智盟 望 出 蟹 饗 晋 里 ・湾9航 1,809 1′788

1,5711′502 _ 1′

図 本区の温室効果ガス排出量の推移  出 典:東京都環境局資料
注)京都議定書の規定による基準年は平成 2年 。ただし、温室効果ガスのうち、ハイドロフルオロカーボン等に
ついては平成 7年 が基準年となり、平成 2年 の二酸化炭素(002)等の排出量と合算したものが、基準年
の温室効果ガス排出量となる。
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【施策の方向】

□ 太陽光発電など再生可能エネルギーシステムの普及拡大に向け、区民 ・事業者への助成や公共施

設への導入を進めていくとともに、新たな再生可育ヒエネルギーシステムの導入の検討も行っていき

ます。また、区民 ・事業者が身近に取り組むことができる緑のカーテン等の省エネルギー手法の普

及を図るほか、区内最大規模の事業者として、区が率先して省エネルギーの取組みなど、環境行動

を推進します。

□ 区民による環境に配慮した行動を推進するため、省エネルギー設備導入費助成やエコファミリー

登録制度注3)などの実施により、家庭でのエコライフの取組みを促進します。

□ 事業者に対する省エネルギー設備導入費助成を実施するとともに、事業者が環境に配慮した企業

活動を行 うよう、環境経営関連の各種認証 ・認定取得の支援などを推進します。

□ 区民 ・事業者が行う環境負荷を低減するための行動や環境に配慮した取組みを奨励するための新

たな仕組みづくりを検討します。

注 1)葛 飾区地球温暖化対策地域推進計画
「地球温暖化対策の推進に関する法律」第 20条に基づく、「地方公共団体がその区域の自然的社会条件に応じて温
室効果ガス排出抑制のために策定する総合的な計画Jと して位置づけられるもので、環境基本計画を具体化し、区民・

事業者 ・区民団体 ・区など各主体の行動指針となるもの

注 2)京 都議定書
「気候変動に関する国際連合枠組条約Jの 目的を達成するため、平成 9年 に京都で開催された 「第 3回補約国会議
(COP3)Jに て採択された議定書のこと。2008年 (平成20年)～ 2012年 (平成24年)に 、温室効果ガスを対基準年
(1990年(平成 2年 ))比 で先進国全体では少なくとも5%、 日本では6%削 減する数値目標が定められた。

注 3)エ ョファミリー登録制度

区に登録し、 1年 間継続 して毎月の電気 ・ガス ・水道使用量をエネルギーデータ記入表に書き、環境家計簿をつけ
ることで、毎日の暮らしの見直しに取り組んだ世帯に対して、区から 「かつしかエコファミリー」認定証や記念品を
贈呈する制度。
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

施策 05 ご みのないきれいで清潔なまちに します

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 本区では、平成17年8月 に 「葛飾区きれいで

清潔なまちをつくる条例」を施行し、たばこの

吸い殻などのポイ捨てや歩きたばこ、大 ・猫の

ふんの放置を禁止するとともに、多くの区民に

条例の趣旨を理解し、遵守してもらえるよう

様々な啓発活動に取り組んできました。

□ 区内の各地域では、日頃から公園 ・道路の空

き缶やタバコの吸い殻を拾ったり、犬ふん追放

( % )

50

356

０

　

０

　

０

　

０

平成19 20  21  22 23年 度

運動や花いっばい運動を実施するなど、様々な  図 ごみのない、きれいで清潔なまちになつている
と思う区民の割合

―ケティング調査
「まちをきれいにする活動」が展開されており、    出 典:葛飾区政策口施策マ
区ではその支援 ・協力を推進しています。

歩行喫煙者に直接注意を呼び掛ける歩行喫煙等禁止パ トロールを実施していま
□ 平成19年度から、

す。

□ 葛飾区政策 ・施策マーケティング調査によると、ごみのない、きれいで清潔なまちになっている

、一貫して増加傾向で推移しており、平成19年度の21.6%かと思う区民の害J合は、平成19年度以降

ら平成23年度の356%に 上昇していますc

【施策の方向】

□ ごみのない、きれいで清潔なまちの実現に向け、区民に条例の趣旨を周知する普及啓発活動を実

施するとともに、区民の主体的な環境美化への取組みを支援していきます。

□ 区内全駅で行っている歩行喫煙等禁止パ トロールやポイ捨て等防止キャンペーンを引き続き実施
していきますc
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基本目標 2 快適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)
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施 策 0 6  発 生 抑 制 を最 優 先 に ごみ 滅 量 に地 域 を あ t ずて取 り組 め る よ うに

します

【施策を取 り巻 く現状 と課題】

□ 本区では、区民 ・事業者との協働のもと、ごみの発生抑制を最優先に3R注 )を推進するためのP

Rや キャンベーン、イベントなどの啓発事業を展開するとともに、ごみの中から再生利用できる資

源を回収するための行政による資源回収や区民主体の集凹回収などを行うことにより、ごみの減量

や資源の有効活用を促進していく資源循環型地域社会の構築に取り組んできました。

□ 平成21年度に本区で排出されたごみ量は119,357tであり、平成15年度の133,124tに比べ、13,767

t、率にして10.3%減少しています。また、平成21年度の資源量は26,530tで、このうち区による

回収量は、対象品目を拡大したことで、平成15年度の11,871tから平成21年度の17,319tへと約1.5

倍に増加していますc

□ 限りある資源を有効活用し、環境への負荷を低減する資源循環型地域社会の構築に向け、はじめ

からごみとなるものを減らす発生抑制の取組みをさらに徹底する必要があります。

表 ごみ量口資源量の推移

平成
15年度

平成
16年度

平成
17年度

平成
18年度

平成
19年度

平成
20年度

平成
21年度

ご

み

区収集量 (t) 114,798 111109C 110,276 106,607 101,697 93,680 92,65[

持込量 (t) 18,326 18,363 18,025 21,842 21,723 27.114 261702

合計 (t) 133,124 129,453 128,301 128,449 123,420 120,794 119,357

1人 1日あたり(g) 764 745

資

源

集団回収量 (t) 91112 9,609 10,068 10,148 9,731 9,307 9,211

区回収量 (t) 11,871 13.350 13,636 15,459 15,412 17,21C 17,319

合計 (t) 20,983 22,959 23,704 25,607 25,143 26,517 26,530

1人1日あたり(g) 144

合

計

合計 (t) 154,107 152,412 152,005 154,056 148,56[ 147,311 145,887

1人1日あたり(8) 957 957

出典:「葛飾区一般廃棄物処理基本計画(第3次 )」(平成 23年 4月 )

【施策の方向】

□ 区民 ・事業者 ・区の三者がそれぞれの責任と役割において、さらなるごみの減量や 3Rを 推進す

るための具体的な取組みとして 「かつしかルール」を発信し、これに基づき区民や事業者の主体的

な活動を促進します。また、かつしかエコライフプラザの機能を最大限活かしながら、発生抑制を

最優先とする観点から分かりやすしや情報提供や環境学習の充実、3R活 動を推進する人材の育成な

どに取り組み、本区らしいコミュニティを活かした循環型のまちをめざします。
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)
ミヽ ミヽ ミヾ ドヽ ミヽぶぶヾ ドヽ ミヽミ、ミミペぶぶミミヽミミヽ 本`ミミ、ドミミミミミミSヽヽ ミミミ ミヽぶミヽ 本ふミくヽヽヽヽヽふミミミミ(ミミミミミ(ミミミミミ忘ミふ本ミミヽ (

□ 今後は区民の自主的な資源回収活動である集団回収の普及に力を入れ、区民のリサイクルヘの参

加意識を高めながら、よリー層ごみや資源の分別を徹底し、とりわけごみとして排出される資源の

割合を少なくすることで、さらなるごみの減量と資源の有効活用を促進 します。

注)3R

ごみを減らし、循環型社会を構築するためのキーワー ド。第 1に 「ごみの発生抑制=リデュース (Reducc)」、第 2に
「再使用=リ ユース (Reuse)」、第 3に 「再生利用=リ サイクル (Recttcle)」であり、各頭文字をとって 「3R_と 称
する。
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基本目標 2 快適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

施策 07 環 境負荷の少ない適正なごみ処理体制を整えます

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 現在、区内にはごみの集積所が約 2万 箇所設置されており、

燃やすごみは週 2回 、資源とプラスチック製容器包装は週 1

回、燃やさないごみは隔週 1回収集 しています。本区では、

排出ルールを遵守してもらえるよう、必要に応じて現場での

排出指導を実施しているものの、一部の集積所では、分別の

不徹底や不適正な排出も見受けられます。

□ 区内で発生するごみ量のうち、約 3分 の 1を 占める事業系

ごみは民間委託等による自己処理が原則ですが、中小零細事

業者を中心に日量50kg未満の事業系ごみを、有料ではあるも

のの家庭ごみとともに区が収集していたため、自己処理への

転換がなかなか進まない状況でした。そこで、区の収集にか

かる負荷を減らし、より効率的な収集体市Jを構築するために、

平成21年4月より区が回収する事業系ごみの量を日量10kg以

下に改め、事業系ごみの自己処理への転換を進めてきました。

途 、さ逮燕ぎ☆鎌き韻
―
 |  、 | ‐ |    、■   、

ヽ

‐. | lヽ t 華ヽ べ  ■  卜 ■
慕津ミ 横 韻慈ぷ慈 ミふ慈韻慕

<資 源口ごみ集積所看板>

□ ごみの適正処理を進めるため、様々な機会を活用して区民への啓発活動や指導の徹底を図るとと

もに、事業系ごみの自己処理への転換を一層促進する必要があります。

【施策の方向】

□ 各地域の実情に応じた排出指導の徹底や不法投棄の防止対策、資源の持ち去り防止対策などに取

り組むことにより、適正なごみ処理に向けた区民 ・事業者の果たすべき役割の徹底を図ります。

□ 今後のごみ量や資源の収集形態を見据えながら、より効率的 ・効果的な収集体制を検討し、構築

していきますc

注)事 業系ごみ

事業系ごみ (事業系一般廃棄物)とは、事業活動に伴って排出される廃棄物のうち産業廃棄物以外のものをいい、「廃
棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づき、事業者が自らの責任で適正に処理する必要がある。
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)
くヽミミミ(ミミミミミヽ本ミミミミミ慈慈ミ慈慈ミ《 ミミふふミミふ慈くヽ冬ミふふへ ふミミヽヽヽヽヽヽ本ぶミヽふミミ《ミミミふミミミミ

産業を活性化させ、豊かな地域社会を形成します

【施策の体系】

政策14産 業
産業を活性化させ、豊かな地域社会を
成します

施策01

新たな事業や技術が生まれるようにし
て、産業を活性化します

施策02

区内の事業所が安定的に経営できるよ
うにします

施策03

産業に対する区民の理解を深め、産業
と調和のとれた地域をつくります

施策04

区民のキャリアアップと就労を支援しま
す
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

施策 0 1  新 た な事 業や技術が生 まれ るよ うに して、産 業 を活性化 します

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 区内には、金属 ・ブレス ・スプリング・ゴム ・プラステックなど、多種多様で高い技術力を持っ

た中小の製造業者が数多く操業しています。近年は、国内の大手企業が海外に生産拠点を移してい

る影響もあり、主要取引先からの発注の減少、生産コストの低減化の要求、小ロット・短期間での

発注が顕著となるなど、極めて厳しい経営環境に置かれており、工業の事業所数や従業者数、製造

品出荷額等は、年々減少傾向にあります。

□ 本区では、製造業者の新製品 ・新技術の開発や販売経路の開拓を支援するとともに、高い技術を

駆使して製造された製品 ・部品を葛飾ブランド 「葛飾町工場物語Jと して認定し、区内外に情報発

信するなど、区内産業の活性化に取り組んでいます。今後は、平成25年4月 の東京理科大学葛飾キ

ャンパスの開学をきっかけとした、産学公の連携による新たな事業や技術の創出に期待が寄せられ

ていますc

表 工業の事業所数・従業者数日製造品出荷額等の推移

現在

【施策の方向】

□ 優れた製品や技術を持った製造業者が多いという強みを活

かし、葛飾ならではのブランドカを高め、販路の拡大や事業

者の意欲向上につなげていくため、今後も引き続き、区内で

製造された製品 ・部品を区内外に積極的にPRし ます。

□ 新製品・新技術開発に対する支援を継続しながら、区内企業

と東京理科大学との間で新たに産学公の連携体制を構築し、

大学の有する先端的な技術のシーズと区内の町工場が得意と

する製造 ・加工技術を連携交流させることで、新たな付加価

値創造の場をつくり、区内産業の活性化を進めます。

《揮T懸 む重い1lK換

的 三 畿 鞄 轟

<葛 飾ブランド
「葛飾町工場物語」
ロゴマーク>

□

平成15年
平成16年

※
平成17年

平成18年

※
平成19年

※
平成20年

平成21年
※

平成15年から
平成20年の

増減率(%)

事 業 所 ( 事 業 所 ) 1,58[ 1,393 1,42〔 1,27f 1‐22C 1,041 ▲ 22(

従 業 者 数 ( 人 ) 17,202 15,888 15,558 1439C 13,860 13.607 11,805 ▲ 20〔

現金給与総額 (万円) 6,488,420 6,056,371 5,7131698 5,227,96( 5,185,66[ 5,026,679 4,288,738 ▲ 225

京材料使用額等(万円) 14,303,68J 14,357,193 11,216,406 11,057,941 11,458,794 11,769,780 10,213,394 A 17

製造品出荷額等(万円) 30,3381097 30,034,55C 24,903,146 22,960,214 23,152,976 22,310,133 18,392,77 ▲ 26:

粗付加価値額 (万円) 15,332,741 14,990,661 13,OT8,815 11,384,728 11,190,669 10,083,541 7,818,31( ▲ 34を

出典:東京都総務局「 京の工業統計調査」(各年 12月 31日

注)※の年次は従業者4人 以上を調査対象とする。
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快適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)
ミヽミミミミミふふ ミふミミミヽ 本ヽミ慈ミ本ヽ ふ ふ ミふミ(ミミふミミミミふよミヽ慈ミミヽ 本ミミふ《

□ 区内外及び業種を超えた中小企業間の交流の機会を充実させ、多様な連携を進めることにより、

共同開発製品の企画 ・販売など区内産業の活性化につなげていきます。

43



基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)
ミ ミふふミミヽ ミヽぶ ミヽ ミヽヽさ ミヽふ、ふミミミヽミ慈ミぶ ヽヽ ヽヽヽヽ 本ヽ ヽヽ本 ふミヽミ 本ヽ車ヽ

施 策 0 2  区 内の事 業所が安定的に経 営 で きるよ うに します

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 平成21年度の区内の事業所数は

20,112事業所であり、平成11年の

22,883事業所に比べ、121%

(2,771事業所)減 少しています。

□ 第 3次 産業は、平成11年の

15,630事業所から平成21年の

14,685事業所へと、6.0%(945事

業所)減 少していますが、第2次

産業は、7,249事業所から5,421事

業所へと、1,828事業所、率にし

て25.2%と大きく減少している

のが特徴ですc

□ 1事業所当たりの従業者数を23区内で比較すると、本区は7.5人で、23区中最も少ない人数です↑

□ 近年、区内の商店街は、大

型店の出店などに加え、景気

の減速による消費の伸び悩

みなどの影響を受け、一段と

厳しい状況に陥っています。

□ 平成19年の小売業事業所数

は3,503事業所であり、平成

9年 の4,842事業所と比べ、

27.7%(1,339事 業所)減 と

大きく減少していますcま た、

年間商品販売額も、平成 9年

の4,161億6千 万円から平成

19年の3,394億2千 万円へと、

表 産業3区分別事業所数,従業者数

半 肛 1 1 年 半 成 1 3年 平 成 1 6 年 1 平 成 1 8 生 半 成 2 1年

俗  教

手末PT以

(事業所)
!、883 4t13 201001〕 19,69( 20,11

従業 者 摯

(人)
1135,07B 14 344 126)466 139,70t 151,20F

1次 産業

争菜 所 家
r」室営竺百序Ⅲ 4 4

従業者数
r ァ、 31 3 3 1 3[

2次産業

尋 菜 Prr家

`喜当 前 Ⅲ
24C 6,791 5,851 う 391 5,421

従 業 君 家
1人 )

462F〔 43,80f 87、FJ 34,603 34,「2F

〕次産業

手美PT額
rヨ葦営些百Fヽ 15,63( 15、64こ 1414 11,294 141685

従業者歓
r ぇ、 103,51 88,684 105、06t 116 44

出典i平成 1卜13・16口18年 総務省「事業所統計調査」(各年6月 1日現在)
平成 21年 総務省「経済センサス」(7月1日現在)

f l商 店数 1 1従 業者数(人)一 年間商品販売額(百万円)

程町  5′
000

長 20,000

築  15′
000

者

数 10′000

人V  5′
000

0

21′933 饗
 智  21′ 269 21,4フ 2

416′160

く

３７３
，
。０６

料

封
晋
錦
耐

4842

332′812 335′310

平成9年 平 成11年※ 平 成14年 平 成16年※ 平 成19年

400′000

300′000

200′000

100′000

0

年
間
商
品
販
売
額
（
百
万
円
）

図 ′J 売ヽ業の事業所数・従業者数日年間商品販売額の推移
出典:東京都総務局「商業統計調査」(各年6月1日現在)、※の年次は簡易調査

18.4%(767億 4千 万円)減 少 しています。

□ 厳しい経営環境にある区内の商店街や中小企業に対し、本区では、新たな融資制度の創設や融資

申込要件の緩和などを適時適切に実施することによって、経営の安定化を支援しています。

□ 本区は、23区の中でも農業が産業として存続している数少ない区の 1つです。平成22年8月 1日現

在、農家数は201戸、農業従業者数は470人、農地面積は44.3haとなっています。
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)ヽヽミ ミヽヽ■ミミ ｀ヽ ふ 《 ふ ミ慈ミミミミぶミミミミミミ く 、ふ慈 ミ 、き ｀            忘 ふ ミヾミミふミ点 ヽヽふ ミ ミ ミふ慈ミふふふ慈ミミふミ

【施策の方向】

□ 区内の中小企業の経営安定化や経営基盤の強化を支援するため、引き続き、国内外の経済動向を

踏まえながら、低利で利用しやすい融資制度を適切に実施していきます。

□ 区民のふれあいの場であり、地域コミュニティの核としての役割が求められる商店街の活性化を

図ることにより、経済活動を通じた娠わいや顧客サービスの充実に寄与するため、「新 ・元気を出
せ商店街事業注)」を中心に、商店街に対する各種の支援策を講じていきます。

□ 区内で生産された農産物の販路拡大のため、区内の農家が栽培した採れたての新鮮野菜 「葛飾元

気野菜」の取扱店や使用店の拡大、商店街や各種イベントでのPRの 強化を図ります。

注)新 口元気を出せ商店街事業

商店街の自主性を尊重 し、個々の商店街の様々なニーズに適切に対応するため、意欲ある商店街から提案された事
業を審査し、妥当と認められる事業に対して東京都と本区が助成するもの.
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施 策 0 3  産 業 に対 す る 区 民 の 理 解 を深 め 、産 業 と調 稚 の とれ た地 域 をつ く

ります

【施策を取 り巻 く現状 と課題】

□ 本区では、住居と製造業、商業、農業が混在しながら、互いの理解と協力のもと、調和を保って

共存しています。

□ 区民の産業への理解を深める場として、毎年、産業フェアを実施し、工業 ・商業 ・農業 ・伝統産

業 ・観光等の区内産業を広く区民にアピールしています。

□ 区内の農業は、従業者の後継者不足、市街化の進行などにより、農家数や農地面積の減少に歯止

めがかからない状況が続いています。本区では、区民に都市農業への理解を深めてもらうよう、農

家が育てた野菜の収穫を体験する 「ふれあいレクリエーション農園」や、区内農地を巡りながら収

穫等を楽しむ 「農業オリエンテーリング」などを実施しています。

□ 安全・安心な農産物の提供、地産地消を通じた食育、災害時の避難場所や延焼遮断等の防災機能、

良好な都市環境の保全など、農業と農地が果たしている多面的な役割が将来にわたり適切に発揮さ

れるよう、地域ぐるみで農業を支えていく必要があります。

表 農家戸数・従業者数・農地面積の推移

平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

農 家 数 ( 戸) 257 240 228

従業者数 (人) 585 552 513 479 474

地
積
ぅ

農

面
＜

総 数 5,599 5,581 5,472 5,423 41890 4,816 4,731 4,617 4,595 4、455 4■430

田 0 0 0 0 0 0 0 0 0

畑 5,599 5,581 5,472 5,423 4,890 4,816 4,731 4,617 4,595 4,455 4,430
1 戸 当 た り

実地面積 ( a )
21 21

出典:産業経済課資料(各年8月 1日現在)

【施策の方向】

□ 産業フェアなど、区民が区内産業にふれる機会を提供することによって、産業に対する理解を深

めるとともに、次代を担う子どもたちの教育の場としての活用を図ります。

□ 農業が果たしている多面的な役割への区民の理解を深めるため、農家の指導のもとで種まきから

収穫までを体験する農業体験農園を開設するなど、区民が農業にふれ、収穫の喜びを体験してもら

える機会を拡大します。
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

施策 04 区 民のキャリアアップと就労を支援 します

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 中小企業の多い本区は、従来から景気変動の影響を受けや

すく、近年は、景気後退の影響によって、雇用状況はより
―層厳しさを増している状況にあります。

□ 本区では、雇用 ・就業マッチング支援事業として、区内に

設置した無料職業紹介所 「しごと発見プラザかつしか」に

おいて、求職者を対象とした就職活動の支援や、事業所を

対象とした人材確保の支援に取り組んでいます。

ロ ハローワークとの連携のもと、就職面接会や就職支援セミ

ナーの開催などの支援にも取り組んでいます。

□ 区内の製造業では、従業者の優秀な技能に支えられた製

品 ・部品が対外的に高い評価を得ているものの、事業所や

従業者数の減少傾向が続き、ものづくりに欠かすことがで

きない様々な技術や知識、知恵などの技術的財産の次世代
への継承が課題となっていますc

図 「しごと発見プラザかつしか」の仕組み

【施策の方向】

□ 職を求める区民が個々の能力や適性などに応じた職に就くことができるとともに、企業が必要と

する人材を確保できるよう、国や東京都などの関係機関との連携を強化し、より効果的な就職支援
サービスを提供しますc

□ 区内製造業の操業環境や福利厚生、周辺地域への貢献度などを適正に評価し、優れた工場や技術

者を認定 ・顕彰することで、企業のイメージ及び従業者の意欲の向上を図ります.
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

まちの魅力を高め、情報を広く発信し、

うようにします

多くの人で賑わ

【施策の体系】

政策15観 光
まちの魅力を高め、情報を広く発信し、
多くの人で賑わうようにします

施策01

観光資源を活かした賑わいのあるまち
にします

施策02
地域ならではのイベントにひかれ、多く
の人で賑わうようにします
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基本目標 2 快適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

施策 01 観 光資源を活か した振わいのあるまちに します

【施策を取 り巻 く現状 と課題】

□ 本区は、映画「男はつらいよ」の舞台として、

全国的にも有名な 「柴又帝釈天Jや 、漫画 「こ

ちら葛飾区亀有公園前派出所」の舞台となっ

た「亀有」、都内唯一の水郷景観を持つ 「都立

水元公園」、花菖蒲の名所として知られる 「堀

切菖請園」など、豊かな観光資源に恵まれて

おり、区内外から多くの観光客を集めていま

す。

□ 本区では、平成19年3月 に観光まちづくりの

めざすべき姿と、それを実現するための施策

の方向性及び観光振興プロジェクトなどを明らかにした
~か
つしか観光ブラン_を 策定し、地域の

販わいづくりに寄与する、観光を基軸としたまちづくりに取り組んでいます。

□ 葛飾区政策 ・施策マーケティング調査によると、区内が観光により賑わっていると思う区民の害|

合は、平成19年度以降、一貫して増加傾向にあり、平成23年度では27.7%、対平成19年度比で7.2

ポイント増加していますc

□ 本格的な人口減少社会の到来に伴い、今後ますます都市間競争が激化していくと見込まれる中、

全国的にも知名度の高い観光資源に恵まれている本区にとって、観光は極めて重要な役割を担って

いるといえますc

<亀 有公園の両さん銅像>
( C )秋■冶 ・ア トリエび一だまィ

/集
英社

<都 立水元公園>

【施策の方向】

□ 既存の観光資源に加え、自然環境や景観など、地域の特性を活かした観光まちづくりを推進し、
“
かつしか

"ら
しいまちの魅力を高めていきます3

□ 「寅さん」や 「こち亀」などの全国的にも知名度の高い人気キャラクターを活用した観光まちづ

くりを推進することにより、マスコミ等による情報発信の機会を増やし、本区に対する知名度の向
上と観光客の増加につなげていきます。
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図 区内が観光により賑わつていると思う区民の割合
出典!葛飾区政策・施策マーケティング調査

<柴 又帝釈天 > <堀 切菖蒲園>



基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち
車 ミヽヽヽ 本ペミふ ぶヽふミ、、ヽふミヾ、ミミ冬ミふぶミミミヽふさヽミ、ヽヽミミミヾヽふ

(街づくりと産業)

□ 本区の観光拠点施設である 「葛飾区観光文化センター (寅さん記念館)」の機能や魅力を高め、柴

又の賑わいづくりと地域経済の活性化に貢献します。

□ 観光を点ではなく面として展開し、観光地としての魅力を高めるため、新たな観光資源の掘り起

こしや観光ルー トづくりを推進し、観光客の回遊性を向上させます。
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)■ヽヽ (ヽ lヽtl、ヽミミ|(|■ミヽ ふ(本: (ヽヽヽ  (ミミ(ヽヽヽミミヽ ミヽふ ミヽ(ヽ(ヽミヽ |ヽ( ミヽヽ キヽ ドヽヽ ミヽヽ |ヽ ふヽヽ ミヽ ヽヽ | 車ヽミ さヽiヽヽ ミ !|ミ |ミ| ■ヽヽヽ t■■ヽ 卜ヽ ミヽ | よヽヽ■1車1 (ヽ

施策 02 地 域ならではのイベン トにひかれ、多くの人で振わ うように します

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 毎年 7月下旬に都内でほぼ最初に開催される 「葛飾納涼花火大

会」や、6月 上旬～下旬にかけて堀切自蒲園と都立水元公園で開

催される 「菖蒲まつり」などのイベントは、本区を代表する観光

イベントとして広く定着しており、区内外から多くの観光客を引

き込み、本区の魅力を広くPRす る絶好の機会となっています。

□ 近隣の墨田区押上・業平橋地区において、平成24年5月 に開業 (予

定)の 「東京スカイツリーJは 、東京の新名所として、国内外か

ら多くの観光客が訪れることが見込まれています。今後、いかに本区の魅力を高め、情報発信力を

強化し、東京スカイツリーの観光客を区内観光に引き込んでいくのかが、観光振興を図る上での重

要な取組みテーマの 1つ となっています。

□ 「訪れたいまち」としてのイメージを形成するためにも、地元商店街や観光関係団体、マスコミ

などの民間事業者と協働しながら、新たな観光事業の展開や観光客にとってより魅力ある情報発信

を継続的に実施していく必要があります。

【施策の方向】

□ 花火大会や菖蒲まつりなど、毎年多くの人々で賑わうイベントの開催に加え、これに続く新たな

観光イベントの開発や、まち歩きなど身近に楽しめる観光イベントの充実を図ることで、継続的に

観光客を誘致するようにします.

□ 東京スカイツリーの開業によって見込まれる、国内外の新たな観光客を区内に引き込むため、多
言語化を含む情報発信力の強化を図りながら、観光マップやホームページなどの各種情報媒体によ

る、ターゲットを意識した情報発信を継続的に実施していきます。

□ 多様化 ・高度化する観光客のエーズに十二分に応えることができるよう、民間事業者や地域の力
と協働し、緊密な情報交換や連携を図りながら、取組みを推進 していきます。

<葛 飾納涼花火大会>
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資料3-3

施策の体系 口現状と課題 ・方向 (案)

【一生涯学習とふれあい一】

政策 16 人 権 ・平和 ・ユニバーサルデザイン

区民一人ひとりの人権が尊重され、平和で暮らしやすい社会を築きます ………………………………………1

政策 17 地 域活動

区民の地域活動への参画をすすめ、住民が主人公となるいきいきとした地域づくりを進めます
。… … … … …6

政策 18 文 化 ・国際

地域に根差した文化と芸術を育み、多文化を理解する地域社会をつくります ………………………………9

政策 19 学 校教育

子どもの生きる力と個性を伸ばし、自ら考え判断できる能力を育てます …………………………………12

政策 20 学 習

生涯にわたり主体的に学習を続けられるようにします ……………………………………………………………18

政策 21 ス ポーッ

生涯にわたリスポーツに親しめるようにします ……………22





基本目標 3 豊 かな区民文化を創造しはぐ〈むまち (生涯学習とふれあい)

区民一人ひとりの人権が尊重され、平和で暮らしやすい

社会を築きます

【施策の体系】

政策16人 権日平和・ユニバーサルデザイン
区民一人ひとりの人権が尊重され、平和で暮ら
しやすい社会を築きます

施策01

すべての人の基本的人権が尊重され、
男女が対等な立場で協力し合えるよう
にします

施策02

世界平和を願い、核兵器廃絶を望むよ
うにします

すべての人にとって使いやすいデザィi
やしくみが随所に取り入れられるように
します



基本目標 3 豊かな区民文化を創造しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)
本ヽ ミヽぶ ―ぺ ・・‐・・・!‐!!!!!■■| ミヽヽ

施策 0 1  すべての人の基本的人権が尊重

合えるように します

され、男女が対等な立場で協力 じ

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 女性、高齢者、障害者、外国人などに対する

偏見や差別、同和問題、配偶者等からの暴力

(ドメスティック・バイオレンス)や 、児童

虐待、高齢者虐待など、様々な人権課題があ

り、政策・施策マーケティング調査によると、

約 3人 に 1人 の区民が、日常生活の中で差別

があると感じていますc

□ 男女平等に関する意識と実態調査によると、

特に職場や政治の場、社会通念 ・慣習などの

面で、男性が優遇されていると考える区民が

多くなっています。全体的な男女平等観とし

ては、区民の約 6害Jが男性が優遇されている

と感じています。
出典:「男女平等に関する意識と実態調査報告」(平成22年)

□ 政策 ・方針などの意思決定の場への女性の参

画に努めてきましたが、本区の審議会等の女性委員の害1合は 24.4%(平 成 22年度)に とどまって

いますc

□ 配偶者等からの暴力 (ドメスティック・バイオレンス、DV)に ついては、身体的暴力だけでな

く、精神的暴力や性的暴力、経済的暴力なども含まれ、意識啓発や支援の充実が求められています。

□ 国立社会保障 ・人口問題研究所 「第13回出生動向基本調査 (夫婦調査)」では、就労している女性

のうち第 1子 出産を機に約 6割 が退職しています。また、職場の雰囲気を理由に育児休業取得を断

念する男女も多くみられ、現実には男性は仕事を、女性は家庭生活を優先しており、男女ともに生

活の中での優先度では希望と現実に大きなギャップがあり、仕事と生活の調和 (ワーク ・ライフ・

バランス)の 推進が求められています。

【施策の方向】

□ 区民一人ひとりが互いの人権を尊重する社会を実現するために、あらゆる偏見や差別、同和問題

など、人権に関するrtX題について、区民の理解促進を図ります。

□ 男女が社会の対等な構成員として、互いの人格を尊重しあい、その個性と能力を十分に発揮し、

協力し合うことができるよう、区民の理解促進を図るとともに、政策 ・方針決定過程への女性の参

画を推進しますc

図 全体的な男女平等観

2



基本目標3 豊 かな区民文化を創造しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)

□ 配偶者暴力やセクシャル ・ハラスメント、児童虐待や高齢者虐待など、あらゆる暴力の防止に向
けて、社会全体で取り組めるよう、啓発を進めるとともに、配偶者等からの暴力を早期に発見し、
被害者の安全確保と、本人の意思を尊重した継続的な支援のしくみづくりを進めます。

□ 誰もが仕事と家庭を大切にした質の高い暮らしを営むことができるよう、ワーク ・ライフ ・バラ
ンスの実現に向けた社会的気連の醸成を図ります。



基本目標 3 豊 かな区民文化を創造しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)
ヽ ミ ヽ ミ 本 ヽヽ 、ふふ|ヽヽヽヽヽヽ下 |ヽミヽ ミヽ 、キトヾ ヽヽヽヽヽヽヽヽ 本 ミヽ(ヽヽヽヽ ヽヽ‐ ■,■■■■■■■i■■十■・             ヽ

施策 02 世 界平和を願い、核集器廃絶を望むようにします

【施策を取 り巻 く現状 と課題】

□ 昭和58年に 「非核平和都市宣言」を行い、

核のない世界への想いを区民と共有して

きました。

□ 区は、これまで戦争の悲惨な体験を若い

世代に引き継ぐための様々な取り組みを

行ってきましたが、戦後66年が経過し戦争

体験者の高齢化が進んでいますcま た、戦

争を実体験として有していない世代が人

口の約 8割 を占める中で、非核平和への関

心や認知が薄れることが懸念されていま

す。そのため、今後も戦争の悲惨な体験を若

する必要がありますc
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図 ヴト核平和について関心がある区民の割合
出典:「葛飾区政策口施策マーケティング調査」

い世代に引き継いでい くための取 り組みについて検討

【施策の方向】

回 戦争犠牲者の冥福と世界の恒久平和の確立を祈念する取り組みを引き続き積極的に行っていき

ます。

回 戦争に関する貴重な記憶や体験を若い世代へ引き継ぐため、非核平和に関する啓発を続けていき

ます。

□ 被爆者の会の活動を引き続き支援するとともに、会員が高齢化している現状に鑑み支援のあり方に

ついて検討していきます。



基本目標 3 豊 かな区民文化を創造しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)

施策 0 3  すべての人にとっ

入れ られるように し

【施策を取り巻く現状と課題】

□ 平成19年に 「葛飾区ユニバーサルデザイ

ン推進指針」を策定し、一人ひとりが尊重

され、だれもが安′いして暮らし続けること

のできる 「フさふれあう住みよいまちかつし

か」の実現を目指してきましたが、政策 ・

施策マーケティング調査によると 「葛飾区

内で、ュニバーサルデザインが取り入れら

れていると思う区民の割合」は20%前後に

とどまっています。

て使いやすいデザインや しくみが随所に取 り

ます
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図 歩道勾配の改善率  出 典i道路補修課資料
注:改善路線延長キ計画路線延長(20km)

□ 平成18年に 「葛飾区交通バリアフリー基

本構想」、平成23年に 「葛飾区バリアフリ
ー基本構想 葛飾区新小岩駅圏移動等円滑化基本構想」を策定し、駅を中′いとした地区を重点整備
地区として定め、駅や道路、公共公益施設、商店街等を含めた一体的なバリアフリー化を進めてき
ましたc

□ 身の回りの不自由さや不便さを解消し、誰もが安全で快適に暮らすことのできるユニバーサルデ
ザインの考え方については、歩道勾配の改善やだれでもトイレ、エレベーターの設置など、ハー ド

面の成果が得られてきた一方、誰もがわかりやすしヽ情報提供やサービスの利用しやすさなど、ノフ

ト面のさらなる取り組みが必要です。

【施策の方向】

回 区は、あらゆる事業の実施にあたって、計画 ・検討の段階からユニバーサルデザインの考え方を

取り入れるとともに、実施、評価、改善といった過程を経て、継続的な見直し (スパイラルアッブ)
を行っていきますc

□ 高齢'者や障害者、妊産婦、けが人をはじめ、全ての人の移動や施設利用の利便性、安全性の向上
を図るため、区民や公共交通事業者、国、東京都などと一体となって地域のバリアフリー化を進め
ますc

□ 区民一人ひとりが、高齢者や障害者、子ども連れ、子ども、外国人などの多様な人々がそれぞれ
に抱える困難さを理解し、さらに困つたときには声をかけあい、お互い助け合えるような環境をつ

くることで、「リトのバリアフリーJを 推進します。



区民の地域活動への参画をすすめ、住民が主人公となる
いきいきとした地域づくりを進めます

【施策の体系】

政策17地 域活動
区民の地域活動への参画をすすめ、住
民が主人公となるいきいきとした地域づ
くりを進めます

施策01

利用しやすい地域活動の拠点を提供し
ます

施策02

地域団体や市民活動団体の活動が積
極的に行われるようにします

6



本ミよくふふふふふふ黛蕉R意意ン蕉蕪薫化を創造しはぐくむまち(生涯学習とふれあい)(ヽ くヽぶミ(ミ 慈ミミミぶミミミミミミ、ふミミ慈 ミミミ慈《ミふミミミふミ ミミ、本ミ慈ミミ(

施策 0 1  利用 しやすい地域活動の拠点を提供 します

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 平成20年度に、地区センター、集会所、敬老館、

社会教育館について、世代を超えて、身近な趣味や

スポーツ、学習、憩い、交流などの機会をより多く

持てるよう、設置目的や利用対象、利用方法を整理

し、新たな地域コミュニティ施設として、地区セン

ター、集い交流館、憩い交流館、学び交流館を開館

しました。 ま た、公共施設予約システムの運用を

開始し、パソコンや携帯電話、区内各所に設置する

タッチパネルからも施設予約ができるようにし、利

(千人)
2′000

1′500

1′000

500

平成20年度 平 成21年度 平 成22年度

1′484   「 生送速竺L    l,624

図 地域コミュニティ施設年間利用者数
出典:地域振興課資料

用者の利便性の向上を図りましたc

□ 地域コミュニティ施設の年間利用者数は、平成 20年度の約 148万人から、平成 22年度の約 162

万人に増加し、地域コミュニティ施設の利用団体登録数は、平成 20年度の 3,719団体から、平成
22年度の 6,631団体に増加 していますc

□ 地域コミュニティ施設の中には、利用率が低迷している施設があり、より効果的 ・効率的な施設
のあり方を考える必要があります。

□ 地域での集会施設や活動拠点となる自治町会会館の建設に対し、自治町会と連携 して支援を行っ

てきました。

【施策の方向】

□ 地域コミュニティ施設を良好に保ち、地域活動や生涯学習の拠フ点として、区民に提供していきま
す.

□ 自治町会活動が主体的かつ円滑に行われるよう、引き続き自治町会活動の拠点確保について支援
します.



基本目標 3 豊かな区民文化を創造しはぐくむまち
本ヽヽ 本|ヽヽ ミヽヽ ミヽミ|||ヽヽ革ヽ ミヽ ミヽミペ慈ミヽ ヽヽヽ ヽヽヽ キよミ iヽヽ |ヽミヽミ|ヽ

(生涯学習とふれあい)

( % )

一

ンン NPOロ ボランティアなどの市民活動
30

20

10

0

23.4                  23.6

ン ン ン ンヲ
平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

図 地域活動、市民活動に参加している区民の割合
出典:「葛飾区政策・施策マーケティング調査」

施 策 0 2  地 域 醒体 や市 民活動 団体の活動 が積極 的 に行われ るよ うに します

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 本区には、平成23年4月 1日現在、238

の町会自治会があり、これらの連合体で

ある各地区白治町会連合会が、旧出張所

の管轄区域を基にした19地区に結成さ

れ、さらに19地区が集まり葛飾区自治町

会連合会を組織していますcこれらの組

織では、防犯や環境美化、募金活動等の

福祉向上、お祭りなどの親睦活動などが

行われています。

□ 地域住民による自発的な自治活動や相

互協力は、安全 ・安心なまち、暮らしやすいまちをつくる上で不可欠であり、平成23年3月 の東日

本大震災では、地域コミュニティの重要性が改めてクローズアップされました。このため、これま

で以上に、災害時における助け合いをはじめ、子どもや高齢者を狙つた犯罪を防ぐための地域の見

守りなどの共助活動が求められていますc

□ 地域活動を推進するリーダーの固定化や高齢化、近隣関係の希薄化が進んでいます。

□ 政策 ・施策マーケティング調査では、最近 1年間に地域活動に参加したことがある区民は、約 2

割にとどまっています.

□ 国または都の認証を受けた主たる事務所の所在地を葛飾区内におく特定非営利活動法人 はPO法

人)の 数は、平成15年度末の22団体から、平成22年度末の98団体へと、 7年 間で約4.5倍に増えて

いますc

□ 市民活動支援センターでは、市民活動団体や市民活動に関′いがある、あるいは行いたいと考えて

いる区民の方に、市民活動に関する相談や講座などを実施しています。

【施策の方向】

□ 地域の課題解決には、地域と区が連携することが不可欠であり、まちづくり懇談会や地区まつり

の支援、地区ニュース発行など、引き続き、地域活動の活性化のため、様々な側面支援を進めます。

また、葛飾区自治町会連合会や関係各課と連携し、自治町会での地域活動や人づくりの支援を行い

ます。

□ 市民活動支援センターを市民活動に関する相談 ・支援を行う拠点として、引き続き設置し、各種

支援事業を通じて、市民活動の活性化を図ります。

□ 区民と行政との協働を促進するため、庁内の連携を強化していきます。



基本目標 3 豊 かな区民文化を創造しはぐくむまち (生涯学習とお、れあい)ふヽキ|ミ、、ヽ、、ヽふく、、ヽ本慈ミt              、 ふミミふ ミミミミミミミミくヽさふミミミミ慈ミミ(本ミミミミミミミ懇煮(ミ忌ミミ〔Rミ【〔ミrkrkミミょ((ミt工■

地域に根差した文化と芸術を育み、

地域社会をつくります

多文化を理解する

【施策の体系】

政策18 文化・国際
地域に根差した文化と芸術を育み、多
化を理解する地域社会をつくります

施策01

区民の文化口芸術への参加意欲を高め
地域文化・芸術を創造します

施策02

お互いの国の文化や習慣を理解し、外
国人区民、日本人区民が共生する地域
社会をつくります
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基本目標 3 豊 かな区民文化を創造しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)
| キヽ■ヽ |ヽキ■ヽヽヽヽふヽふミ|ヽヽ さヽ革ヽ キヽヽヽヽヽ さヽミミ 卜ヽ ヽヽミざふミ ーヽ |ヽ |ヽ|ヽヽ ■!,■■■||■■■=■■■|■|■,■■■             iヽ ヽミ| ミヽヽ【ヽヽヽ■

施策 0 1  区民の文化 ・芸術への参加意欲 を高め、地域文化 白芸術を創造
します

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 「かつしかシンフォニーヒルズ」「かめ

あリリリオホール」の2施設を拠′点とし

て、音楽や演ell等をはじめとする様々な

催しが行われています。

□ 音楽や演劇等をより親しむための体験

講座や、区内の芸術家による展示、地域

ヨンサー ト等、年間約30事業行っていま

すcこ れらの事業には、平成22年度に延

べ約 5万 6千 人が参加し、過去 3年 間の

, 1参加者数(人) ― 区民参加率(%)

100′000

彰弟 80′000

讐 60,000

技貿 40′000

人
ンヽ 20,000

0

区

民

参

加

率

（
％

）

９０
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７０

６０

５０

４０

３０

２０

１０

０

平成18年度平成19年度平成20年度平成21年度平成22年度

区民参加率は5害1～7害Jとなっていま    図 文化芸術創造事業の参加者数、区民参加率

す。 出典:文化国際課資料

□ 区民の自主的な文化活動への支援として、総合芸術祭典や合唱祭、秋の区民文化祭を毎年開催し

ていますc

□ 区内には郷土と歴史を伝える貴重な文化財が存在しています。この郷上の歴史や文化を理解する

ために欠くことのできない文化財を登録文化財とし、そのうち特に重要なものを指定文化財として

保存 ・活用に努めていますcよ)

注)指 定文化財、登録文化財

指定文化財は、文化財保護法・文化財保護条例で保護の対象として指定されている文化財を指 し、登録文化財は、

指定文化財以外のもので、保存及び活用のための措置が特に必要とされるものを指す。

【施策の方向】

□ 幅広い世代の区民が、観たい 。聴きたいと思えるような音楽や演劇等の鑑賞事業を行います。ま

た、より多くの区民の参加意欲を高められるような、参加型 ・体験型事業等を展開するとともに、

区民が主体的に文化 ・芸術活動に取り組めるよう文化芸術活動の参加者や文化芸術活動団体と連

携 ・協働 して、地域の文化 ・芸術活動の活性化を図ります。

□ 地域の特性を活かし葛飾らしさが感じられる独自の文化芸術を発信していきます。

□ 区内にある文化財の保存や活用を進めます。
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奉本甲慎9 掌力)な区民文化を創造しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)

施策 0 2  お互いの国の文化や習慣を理解 し、外国人区民、日本人区民が
共生する地域社会をつ くります

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 本区の外国人登録者数は、平成

23年4月 1日 現在、14,635人で、

地方自治体の中では、全国で17香

目、23区で12番目です。

□ 本区は、オース トリア共和国ウ

ィーン市フロリズ ドルフ区、中華

人民共和国北京市豊台区と友好

都市提携を結んでいるほか、マレ

ーシアペナン州とも友好交流を

行っています。

(人)
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14,411・
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635

甲則祐メ神 =晋

図 外国人登録者数 出典:戸籍住民課資料(4月1日現在)

□ 友好都市をはじめとする外国都市とは、文化やスポーツを通じた国際交流を行っています。また、
区内ではそれぞれの国の文化や習慣の違いを理解し合い、外国人区民にも暮らしやすい地域となる
よう語学・多文化理解講座の開催や外国語による情報提供、外国人生活相談などを実施しています。

□ 政策 ・施策マーケティング調査では、最近 1年間に区内で外国人と交流をもつたことのある区民
の割合は約 1割ですc

【施 策の方向】

□ 外国人との交流を進め、外国の文化 ・習慣に対する相互理解を深めるために、語学講座ゃ多文化
理解講座、国際交流まつり等を実施し、外国人区民と日本人区民との交流を広げるとともに、地域
における国際交流活動を民間団体やボランティアと協働で推進します。

□友好都市をはじめとする外国都市との交流を深めます。

■
■



基本目標 3 豊 かな区民文化を創造しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)
|ヽ| |ヽ ■ヽヽギドヽヽ| |ヽミヽヽ ■ヽ■ヽ| |ヽ                   |■ ●| |ヽ |ヽ||||■■!ltt(■i■■ヽ|((|■■■ミ■lt i■=!==,子ど=■■1=よ|■|ヽ■||ヽヽ・f・・■■■■■i■!■=■■■■■‐

子どもの生きる力と個性を伸ばし、

能力を育てます

【施策の体系】

自ら考え判断できる

政策19学 校教育
子どもの生きる力と個性を伸ばし、自ら
考え判断できる能力を育てます

施策01

生きる力や基礎的な学力を身につけな
がら、社会に対応できる能力を育みま

施策02

社会生活のルールを学び、悩みを解決
する中で、心豊かな学校生活を送ること
ができるようにします

施策03

学校口家庭コ地域の連携により、豊かな
教育環境をつくります

施策04

いきいきと学校生活が送れるよう、教育
環境を整えます
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施策 0 1  生 きる力や基礎的な学力を身につけながら、社会に対応できる
能力を育みます

【施策を取り巻く現状と課題】
□ 区内の小学校 。中学校では、夏季休業日の短縮や葛飾教育の日 (月1回の上曜授業)に よる授業
の確保、夏季学習教室や検定試験のためのチャレンジ教室など様々な学習機会の確保に努めるとと
もに、外部人材を導入するなど個に応じた指導を進めてきました。

□ 小学校では、平成 23年 度より、中学校では平成 24年度より新しい学習指導要領が全面実施とな
り、これまでの 「生きる力」をはぐくむという理念を継承し、知識 ・技能の習得と思考力 ・判断力 ・

表現力等の育成のバランスを重視するという基本的な考え方が示されています。

□ 葛飾区教育振興ビジョン第 2次 では、「基礎的 ・基本的な知識 ・技能」「知識 ・技能を活用して課
題を解決するために必要な思考力 ・判断力 ・表現力等」「学習意欲 ・学習習慣」を確かな学力の要
素としています。

□ 本区が実施した 「確かな学力の定着度調査」によると、基礎が身に付いている人数は、小学校4
年生から中学校 1年生の間で6～ 7割 、中学校 2年 生以上で5～ 6害Jとなっています。

□ 学力分布の傾向としては、成績上位層と下位層に分かれる二極化が進んでいます。また、地域間 ・

学校間で学習の到達度に差が出ていること、基礎的な学力を活用した応用力の育成に課題が見られ
ます。

□ 基礎学力が十分身に付いていない背景には、家庭での学習習慣が身に付いておらず、テレビやゲ
ームに多くの時間を害Jいている現状があります。

□ 小学校や中学校に入学した際、学習や生活のリズムになじめず、学校不適応な状態が生じるケー

スが見られます。そこで、小学校と中学校が連携を強化して児童・生徒の個性や能力を伸ばす取組、
さらに幼稚園 ・保育園や家庭との連携を推進してぃくことが必要です。

【施策の方向】

□ 児童 ・生徒の習熟度に応じた指導を基本に、学校全体として個々の学習をサポー トする仕組みを
整備し、児童 ・生徒の学力の向上を図ります。

□ 家庭と連携 して規則正しい生活習慣を確立し、学習時間を増やすための取り組みを行います。

□ 教員の研修体制を見直し、経験年数や職層に応じた研修内容とするなど、系統性を図り、授業に
すぐに役立つ内容にしていきますc

□ 教員の授業力向上を図るために、外部人材等を活用し、授業研究を通したより実践的な研修をし
ていきますc

□ 9年 間の義務教育を円滑に進めていくため、小中の連携を強化します。また、小学校と幼稚園 ・

保育園ゃ家庭との連携も進めます.

13



基本目標 3 豊 かな区民文化を創造しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)

施策 0 2  社会生活のルールを学び、盤みを解決する中で、心豊かな学校生活

を送ることができるようにします

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 近年、社会の基本的なルールが守れない子どもや、良好な人間関係を築くことができない子ども

が増えています。このため、家庭と学校が連携しながら、児童 ,生徒の豊かな心を育成する必要が

あります。

□ 望ましい人間関係の構築や社会に生きていく上で必要な資質を身に付けるために、自然体験や集

団生活を通して、基本的な生活習l_8や公衆道徳などを学ぶことが大切です。本区では、豊かな人間

性や社会性の育成を目指し、移動教室や体験学習を実施しています。

□ 豊かな心や人間性を育むために、あいさつ運動を推進しています。

□ 中学校 2年 生を対象に、

職場体験を実施し、社会の

一員としての自党や自立、

社会参加を促すとともに、

社会への貢献意欲、職業意

識の向上を図つています。

□ 本区の不登校児童 ・生徒

(30日以上欠席)は 、平成

22年度で約350人おり、そ

の原因は複雑化・多様化し

ています。

□ 不登校児童・生徒のうち、

適応指導教室に通う子ど

もたちは3害1未満であり、

学校からの連絡を拒否す

るなど、ひきこもりの状況

も少なくありませんcこの

ため、不登校の未然防止や

早期対応に努めるととも

に、個々の児童・生徒に応

じたきめ細かい粘り強い

対応が必要ですc

( % )
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□全国  日 東京都  回 葛飾区

平成17 22年度

図 不登校児童数の出現率 (小学校)
出典:文部科学省「児童口生徒の問題行動等生徒指導上の詰問題に関する調査」

図 不登検生徒数の出現率 (中学校)
出典:文部科学省「児童口生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」

( % )

4 . 0

3 1 0

2 0

1 . 0

0 . 0

田全国  日 東京都  回 葛飾区

平成17 22年度
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基本目標 3 豊 かな区民文化を創造しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)| くヽミミぶミミふぶミヽ 冬ふミ ミふミミミン ミ巡ミ慈ミミミミミヽふふミ、ふミミふミミミミミ慈ミミヘふ《ヽ ミ慈ミミミ慈ミミ(恙忘ミミ(ttミ(tttitミ=ミ

【施策の方向】

□ 児童 ・生徒の豊かな心の育成には、家庭 ・地域との連携が不可欠であり、家庭や地域の教育力の

重要性を啓発し、連携した取組を行います。

□ 各学校において校内委員会を設置し、区内全小 ・中学校に配置されているスクールカウンセラー

を活用しながら、教育相談体制の組織的な対応を図るとともに、教育委員会として、巡回スクール

カウンセラーや、スクールノーシャルワーカー等からなる学校問題解決チームの活動を推進させ、
区全体の教育相談体制の充実を図ります。
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基本目標 3 豊 かな区民文化を創造しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)
ヽヽ |ヽ■ミヽ ヽヽ ヽ 車ヽ|ミヾ|ヽヽ ミヽヽ |ミミヽ |ヽ |ヽヽヽキヽヾヽヽ |ヽヽ ヽヽ |ヽ| |ヽヽヽ |ヽヽヽヽ |ヽミ ヽヽ本ミ本ヽヽヽ■ヽ キ■ヽ 本ヽミミヽ ミヽミ本ヽ ヽヽ ミヽ ヽヽミミミ ヽヽ くヽふヽヽヽヽヽヽヽ |ギ:|ミミヽヽヽヽ|ヽ ■ヽヽ車ヽ ヽヽ 卜ヽ■■=,'■■■■■f■■■■■|li■■■■|■■■■ヽ|ミヽヽヽヽ ミ ヽヽ | ■ヽヽ ヽヽ

施策 0 3  学校 , 家庭 J 地域の連携により、豊かな教育環境をつくります

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 核家族化や少子化など、子どもたちを取

り巻く状況が変化する中で、地域とのつな

がりも希薄となりがちであり、子どもたち

が様々な交流を通じて、社会性を身につけ

る機会が少なくなっています。このため、

家庭や学校との連携、さらに地域社会の

様々な人や団体との協働が求められてい

ますc

□ 児童や生徒の中には、朝食をしっかりと

( % )
25  T

15

10

5

0

19,3     18.2   20.3 20,1
17.8

平成19年度平成20年度平成21年度平成22年度平成23年度

図 過去1年間に学校の行事やボランティア活動等
に行つたことのある区民の割合

食べない子がいるほか、テレビを見る時間     出
典i「葛飾区政策口施策マーケティング調査」

やゲームをする時間が長いなど、生活習慣上の問題を抱えている子もいます。

【施策の方向】

国 家庭や地域の教育力の向上や、地域一体となった学校支援を行うために、学校、保護者、地域、

ボランティアグループ等の連携を強化し、学校単位での支援活動の組織化を広げていきます。

□ 学力向上や健全育成には、基本的生活習慣を身に付けることが大切であり、「早寝 ・早起き・朝ご

はん」「ノーテレビ・ノーゲームデーJな ど保護者への啓発を推進し、家庭教育の充実を図ります。

□ 地域と学校が一体となって学校の教育活動を支える学校地域応援回の取り組みを進めます。
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基本目標 3 豊 かな区民文化を創造しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)

施策 04 い きいきと学校生活が送れるよう、教育環境を整えます

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 児童 ・生徒が安全かつ安′心して学習ができ

るよう、必要な校具などの購入、安全な給食

の提供を行っています。

□ 学校施設については、その多くが昭和30年

代から昭和40年代にかけて建築されたもの

であるため老朽化が進んでおります。そのた

め、計画的な改築や保全が必要となっていま

す c

□ 学校の トイレは、全部で163系統ありますが、

平成23年度末までに96系統を改修してきま

( % )
100

80

60

40

20

0

小学校       中 学校

7ユ6  8α7  7&8 重4,9  77.5

図 学校に行くのが楽しい割合

した。今後は、残っている未改修のトイレの 注:嬰ti皆望裁秋挿冨鞠 勝 ;家見て
計画的な改修が求められますて もJ「まあ」の肯定的な回答をした児童・生徒の割合,

□ 小学校においては、校庭のを生化を進めてきました。芝の維持管理のため、PTAや 地域の方々

による組織の立ち上げが必要ですc

□ 中学校では、部活動の支援や災害時の対応などを目的に校庭の夜間照明設備設置を進めています。
本事業の継続にあたっては、近隣の方々のご理解が必要です。

□ 本区が実施した 「確かな学力の定着度調査」では、学校に行くのが楽しいと感じている小学4年
～ 6年 生の平均が79.7%、中学 1年～ 3年生の平均が78.3°0となっていますc

【施策の方向】

回 子どもたちが安全かつ安′いして学校生活を送れるよう教育環境を充実していきます。

回 学校施設の老朽化や現在の多様化した教育ニーズに適切に対応していくため、将来の児童 ・生徒
数を踏まえた学校規模の適正化なども視野に入れながら、校舎の改築 ・改修を行っていきます。

□ 児童 ・生徒から親しまれる使いやすい トイレヘの改修や、地域の理解や協力などの態勢を整えな
がら、中学校の夜間照明の設置や小学校の芝生化などの教育環境の整備を進めていきます。

ウ
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基本目標 3 豊 かな区民文化を創造しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)
卜ヽヽヽヽヽヽヽヽ |ヽ 本ヽ ヽヽヽ||ヽヽ ヽキヽ ミヽヽミヽヽヽヽヽミヽミヽヽヽヽヽミ            ■ ■■■■■,■,■,‐ 車 |ヽヽヽ■ヽ キ|ミ ヽヽヽヽ| |ヽ ■ヽ:ヽヽ |ヽヽヽ ■ヽ|ヽ!

生涯にわたり主体的に学習を続けられるようにします

【施策の体系】

政策20学 習
生涯にわたり主体的に学習を続けられ
ようにします

施策01

多様な学びと交流の機会を整え、自主
的な学習活動を支援します

施策02

青少年のための活動機会を整え、活発
に活動できるようにします

施策03

多様な手段で、図書サービスを受けら
れるようにします
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基本目標3 豊 かな区民文化を創造しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)
| ミヽ慈ミミミふ慈ミミミミミミヽふ ミヽ( ふヽ ミミミミミミヽ ミミミミヽ ミミミヽ ミヽ ミミミミヽ ミヽミミミ(1忘((ヽミrt〔〔itltt卓〔■it■■■tt!‐ ‐‐i!‐ |

施策 01 多 様な学びと交流の機会を整え、自主的な学習活動を支援 します

【施策を取 り巻 く現状と課題】

□ いつでも、どこでも、だれ

でも、いつまでも学ぶことが

できるように多様な学習事

業を実施しています。

□ 区民の生涯学習の拠点とし

て、図書館、郷土と天文の博

物館、交流と学習 ・文化の場

である学び交流館、教育史な

どが学べる教育資料館など

の生涯学習関連施設があり

ます。

(人)
120′000

100′000

80′000

60,000

40′000

20,000

0

12  13

平成
14 15 16 17

97′377

63′657
59′640     63′412     64′889

76′72宅9p6る
0お23

53′074_51′ 979

図 郷土と天文の博物館の入館者数
出典:郷土と天文の博物館資料

□ 郷土と天文の博物館には、地域の自然と歴史を学ぶ郷土展示室と、宇宙や天体に親しむブラネタ

リウム、天体観測室等があります.

□ 区民の多様な学習ニーズに応えるために、平成22年4月 に 「かつしか区民大学」を開校し、22年

度は、33コース57講座を実施し、延べ9,974人の区民が受講しました。

【施策の方向】

□ かつしか区民大学では、ふるさと葛飾への理解と関フ芭ヽを深める 「葛飾学」や地域の各種活動を担
う人材を育成する分野など、各種講座を充実するとともに、区民の参画 ・協働による運営を一層推
進し、多様な学習機会を提供します.

□ 区民の自主的学習活動に対する支援を行っていきます。また、一人ひとりの学習を、個人の教養
や生きがいのみならず、人づくりやまちづくり、学校支援、地域福祉の向上に活かすことができる
ような仕組みを整備します。

□ 郷土と天文の博物館では、楽しみながら学べる博物館として、プラネタリウム番組の充実や特別

展 ・企画展等の開催、講座や各種イベントの実施を通じ、幅広い層の利用促進を図ります。
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基本目標 3 豊 かな区民文化を創造しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)
■■■i・ .ヽヽヽヽ ギヽ ヽヽヽヽヽ ヽヽ | ミヽヽ ミヽヽヽ ヽヽモ車ミヽ ミヽヽ | 卓ヽヽ キヽヽ ヽヽ ヽヽ ミ| ドヽ ヽヽヽ ミきヽヽ |ヽヽヽヽキ|■ミ|ヽ (ヽヽヽヽ ミ ミヽヽ ミヽミヽ 本ヽヽヽヽヽ ドヽヽ ミミミヽヽヽヽ ■ヽ|:キヽ

施策 0 2  青 少年のための活動機会 を整 え、活発 に活動 で きるよ うに します

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 青少年の健全育成のため、青少

年育成地区委員会や青少年委員

等が中心となり、学校と地域の連

携を深めながら、子どもたちを対

象とした事業の実施や地域の行

事、活動への参画を促進してきま

した。

□ 地域が主体となって行う、わく

わくチャレンジ広場が定着し、子

どもと大人の新たなコミュニテ

ィが形成されています。

□ 青少年の犯罪や不良行為は、平成 17

減少を繰り返しています。

(人 )
5′000

4′000

3′000

2′000

1,000

0

回少年犯罪行為者数 回少年不良行為者数

平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

響 郭OT T 3ノ ∞

図 少年犯罪行為者数、少年不良行為者数
出典:葛飾警察署、亀有警察署資料

注:犯罪行為者には14歳未満の少年(触法少年)を含む。

年度以降、少年犯罪行為者数、少年不良行為者数ともに増加

【施策の方向】

□ 青少年は、学校や家庭だけでなく、地域での様々な体験 ・活動への参加がその成長にとって重要

です。青少年の居場所づくりや、地域活動への参画の促進、体験活動の機会の提供など、地域の

人々や学校、関係機関と協働して、青少年の育成に取り組みます。

□ すべての児童にとって、安全で安″いな居場所となるよう対象学年を拡大するとともに、学習、文化 ・

スポーツ指導の実施など魅力あるわくわくチャレンジ広場を目指します。
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基本目標 3 豊 かな区民文化を創造しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)

施策 0 3  多 様 な手段 で、国善サー ビス を受 け られ るよ うに します

【施策を取 り巻 く現状 と課題】

□ 平成21年に、金町駅前に中央図書館

を開設しました。その他、地域図書

館 6館 、中央図書館の分館として地

区図書館 4館 、新宿図書センターを

整備しています。

□ 幼児期からの読書の習慣づけや、読

書離れが進む中高生への啓発、ビジ

ネス ・医療 ・健康 ・福祉等の区民の

課題解決に役立つ情報の提供、電子

書籍等のデジタル資料への対応が課

題となっています。

(万冊)
４５

４０

３５

３０

２５

２。

１５

・０

５

０

295    295    298    326   「 旦0ヱ

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

図 図書口資料年間貸出点数
出典:中央図書館資料(図書コ雑誌口CD口カセットゼデォ)

【施策の方向】

□ 地域経済の活性化につながる高度で専門的な情報の提供や、郷土愛を育むための地域関連資料の

収集 ・保存、所蔵資料のデジタル化、電子書籍の導入検討などを進めるとともに、レファレンスサ
ービスの充実やICTを活用したサービスの効率的な提供など、図書館サービスのよリー層の充実と
区民の利便性を高めます.

□ 乳幼児期から高齢期までの全ての世代の読書環境を整備 し、各年代に応じて読書に親しむことが
できる機会を増やしますcま た、地域で子どもの読書活動の推進を担うボランティアの育成や、幼
稚園、保育園、小 ・中学校、高等学校等との連携を進めます3
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基本目標 3 豊かな区民文化を創造しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)

生涯にわたリスポーツに親しめるようにします

【施策の体系】

政策21ス ポーツ
生涯にわたリスポーツに親じめるように
します

施策01

多様なスポーツの機会を提供します

施策02
スポーツを支える基盤を整備します

９
コ
９
コ



幸奈甲拝9 章 +々 写々界率!“を創造しはぐくむまち(生涯学習とふれあい)

施策 0, 多 様なスポーッの機会を提供 します

【施策を取 り巻 く現状 と課題】

□ 区は、幼児から高齢に至る区民の誰もが、

自分にあった形で定期的・継続的にスポーッ

に親しむことができる環境づくりに取り組

んできました。政策 ・施策マーケティング調

査によると、日頃からスポーッを楽しんでい

る区民は、約 3割 となっています。

□ 各地域では、自治町会や青少年育成地区委

員会、体育指導委員 (スポーッ推進委員)、

( % )
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平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

子ども会育成会連合会、そして、体育協会や     図 スポーッを楽しんでいる区民の割合
出典:「葛飾区政策コ施策マーケティング調査」かつ しか地域スポーツクラブをはじめ各種

スポーツ団体などが、独自に、または相互に協力し、さらに指定管理者 とも連携 して、地域住民の
スポーツ活動や健康づくりの活動を行っています。

□ 子どもの体力は、長期的な低下が続きましたが、ここ数年は下げ止まっています。文部科学省の
「全国体力 ・運動能力、運動習慣等調査結果」では、葛飾区の児童 ・生徒の体力は、全国や都の平
均と比べても低く、幼児期からの身体活動の習慣化が課題になっています。

□ 高齢者や障害者が気軽にスポーツをそきる機会の提供を含め、超高齢 (者)社 会を迎えるにあた
り、今後さらなる高齢者や障害者向けのスポーツ事業の推進が求められています。

□ 身近な地域でスポーッゃ文化活動が楽しめる、かつしか地域スポーツクラブが堀切 ・南綾瀬 ・お
花茶屋地域と水元 ・西水元地域に設立されています。

【施策の方向】

□ 区民の誰もが、身近な地域で、それぞれの体力や年齢、技術、興味、目的に応じて、自分にあっ
た形で定期的 ・継続的にスポーツに親しむことができる環境を充実します。

□ 子どもの体力向上や心身の成長のために、幼児期から身体活動を習慣化するための取組みを行い
ますcま た、子どもが、家族や友人と一緒にスポーツを 「する」、「見る」、「話すJこ とで、スポー

ツの楽しさゃ素晴らしさの理解を深めることができる機会を提供します。

ロ プログラムの提供と継続的に実施する啓発を進め、高齢者や障害者が自主的かつ積極的にスポー

ツを行うことができる環境を充実します3

□ 地域スポーツクラブなど地域の団体や体育協会、体育指導委員 (スポーツ推進委員)と 指定管理
者が連携 ・協働して、スポーッ活動の環境を充実していきます。
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基本目標 3 豊 かな区民文化を倉け造しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)
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施策 0 2  スポーッを支える基盤を整備 します

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 区内には、昭和59年に開設した総合

スポーツセンター体育館をはじめ、陸

上競技場、温水ブール、水元体育館や

河川敷の野球場、球技場、テニスコー

トなど、体育施設が33箇所あり、およ

そ年間200万人に利用されています。

□ 今後も区民が安全、安″心にスポーツ

(万人)
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0
平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

177.60  178.60  184.66  190.24  193.31

活動に取り組むためには、指定管理者
  図 スポーツ施設の利用者数 出典:生涯スポーツ課資料

との連携 ・協働を行いながら、体育施

設の継続的なメンテナンスと計画的な改修が必要です。

□ 身近なスポーツの場として、区内の小中学校や旧学校の体育館や校庭を開放しており、平成 22年

度には、体育館と校庭をあわせて約 70万件の利用がありました。

【施策の方向】

□ 既存の体育施設を維持するための適切な改修と管理運営を進めます。

□ 老朽化している水元体育館 ・温水プールの改築に併せて、水元高校跡地の一部を活用しながら、

水元中央公園全体をフィットネスパーク・スポーツ公園として整備します。

□ 公園整備等の街づくり事業と連携しながら、区民のスポーツ活動の環境を充実していきます「
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別添3

職員 ア ンケー ト調査  調 査票

それぞれ当てはまる番号に○をつけてください。

|あなたご自身についてお伺いします。|

問上 住 まい (①は1つだけ)

●区内 0足 立区 0江 戸川区   ④ 墨目区

①神奈川県  0埼 玉県

⑤その他の23区

①その他0)その他の者ヽ内  ④ 千葉県

脚 2 年 怖 (0は 1つ だけ)

● 20歳 未満  220歳 代

● 60歳 以 上

(330歳 代  040歳 代  950歳 代

苫 |■号「|

i!|「男14

すの良いとは う点、良くない と題、う点につい

1葛飾十<の 良 |あ なたの|と/ッでt lる地域と葛飾

―いとな1■11 1必tとの比較で葛飾|=の|ようが良

卜  ~~十 ____ _― ― ‐―一― 一 ― ― | 13っ=で )|く ないと思う点 (■つまで) |

i tl)it物ヽなど|十年ヽ
・
41ュiド|が伊:千11でよ)る      l  o  l      む )      |

再転辞
!====王 1工、三E五 :1三二:i=互==工_=五

|     十 ■     1             15i1   0   1       3に上_二■Jと至生上_十一十_____―――――――――一――――一―――――――――――――一―一――――

0 道 路、下水道等の都市基盤が整備

|
一 ― ―

|

，ダ
一い
■

じ
▼
で↓`る ◎ じ

が良い ① 」

されている ① O

⑫ ⑫

① 0

設な どの公共
① C

0 街 並みや街の雰囲気が良い

裏面に続きます→



問 5 葛 飾区で実施したほうが良いと考える取り組み (他自治体の先進事例等)が あれば記入して

ください。


